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時遊館COCCOはしむれは，指宿市の文化情報の発信，市民

と観光客の交流の場として，平成 8 年 4 月 20 日にオープンいたし

ました。この博物館は，南に約4. 2ヘクタールの国指定史跡指宿

橋牟礼川遺跡が広がり，野外の遺跡と博物館が一体となった施設

です。

指宿市は，温泉で有名な国際観光保養都市です。この博物館

は，温泉を含む雄大で恵まれた自然とそこに息づいた指宿の先人

たちの歴史と文化を紐解く施設として 「火山と隼人いきづく文化」

というメインテーマを設定しています。

この冊子は，そうした指宿市考古博物館「時遊館 COCCO

はしむれ」 の平成 8 年度の活動の状況をまとめたものです。この

中にもございますようにこの 1 年間，さまざまな行事を企画して

まいりました。

おかげさまで，ご来館いただいた方々のほとんどが 「来てよ

かった。」 「楽しかった。 」 「また来たい。」とおっしゃって頂いて

おります。これをはげみに，今後とも，よりよい博物館をめざし

てまいりたいと思います。

はじめてのことも多く，多方面の方々にご協力なくしてはで

きなかったことも多かったと存じ上げます。ご協力頂いた各位に

対して深甚の感謝の意を表わしたいとおもいます。

指宿市考古博物館

時遊館COCCOはしむれ

館長山下隼雄
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館報編



指宿市考古博物館 時遊館COCO はしむれの沿革

(1) 沿革

時遊館COCOはしむれは，指宿市の文化振興，情報発信のため，平成元年度より建設計画について長

期計画の中に位置付けられた。

その後，平成 3 年度以降，具体的な計画が模索され，平成 8 年度開館を目処に計画が進められることと

なった。

時遊館COCOはしむれは，当初，「歴史民俗資料館（仮称）」でスタートしたが，地域の特徴を明確に出

すには，歴史．民俗資料だけでは不十分であり，ひろく火山関係などの自然系資料の蓄積が必要であると

いうこと，そして，広い文化活動を目指すため「博物館」という形態で進められることとなった。

博物館建設の計画の推進にあたっては，博物館推進委員会・博物館建設検討委員会・博物館専門委員会．

公聴会などの会が組織・開催され，事務局は，教育委員会社会教育課が担当した。

各会議の開催日とテーマについては，以下『(2)考古博物館建設関係委員会の経過』に記す。

また，建設のあゆみについては下記のとおりである。

平成元年 4 月 歴史民俗資料館構想策定

平成 3 年 6 月 歴史民俗資料館から博物館構想へ移行

博物館建設用地決定（庁議 7 月プロジェクト会議開催）

博物館・歴史の広場事業用地所得

土地取引委員会設置

10 月 博物館建設推進委員会設置

11 月 博物館建設検討委員会設置

建設基本計画委託

12 月 博物館古本計画委託

平成 4 年 6 月 博物館・ガイダンス用地事業認定申請

博物館・ガイダンス用地売買交渉開始

博物館・ガイダンス用地売買契約完了

平成 5 年 2 月 地質調査業務委託

6 月 展示基本・実施設計委託，建設基本・実施設計委託

古代住居確認調査

11 月 ガイダンス施設実施設計

古代住居復元設計遺構全体模型制作

橋牟礼川遺跡便益施設工事

12 月 建築実施設計完了

平成 6 年 3 月 展示実施設計完了

7 月 建設工事監理業務委託

8 年 建設工事入札建設・展示工事議会承認

9 月 博物館・ガイダンス建設工事契約・着エ，展示工事契約遺構全体模型設置工事

平成 7 年 3 月 ガイダンス建設工事竣工

7 月 建築工事竣工引き渡し，考古博物館愛称の公募

9 月 博物館の愛称が「時遊館coco橋牟礼」に決定，博物館，ガイダンス施設備品購入

11 月 古代住居 4 棟復元工事

12 月 博物館の設置及び管理条例可決

平成 8 年 2 月 管理施設工事（史跡整備工事）ふるさと歴史の広場事業修景施設工事

3 月 展示工事竣工引き渡し

4 月開館
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(2) 考古博物館建設関係委員会の経過

平成 3 年 10 月 28 日 推進委員会 考古博物館建設基本計画委託について

平成 3 年 12 月 2 日 検討委員会 考古博物館建設構想について

平成 3 年 12 月 26 日 専門委員会 建設構想の説明，検討

平成 4 年 1 月 10 日 推進委員会 まちづくり特別対策事業

平成 4 年 2 月 17 日 公聴会 建設構想の検討

平成 4 年 2 月 20 日 検討委員会 専門委員会・公聴会及び視察研修報告

平成 4 年 5 月 30 日 ” 基本計画の説明及び研修視察について

平成 4 年 6 月 20 日 専門委員会 基本計画・展示基本計画説明

平成 4 年 7 月 18 日 II 第 1 展示室展示案説明，検討

平成 4 年 7 月 20 日 検討委員会 視察研修報告

平成 4 年 9 月 19 日 専門委員会 第 2 展示室展示案説明，検討

平成 4 年10 月 17 日 ” 第 3 展示室展示案説明，検討

平成 4 年10 月 17 日 検言寸委員会 土地所得の経緯・建設計画・基本設計について

平成 4 年10 月 31 日 ” 建設に関する概要

平成 4 年11 月 2 日 ” 建設に関する概要

平成 4 年11 月 21 日 専門委員会 基本設計の委託について

平成 4 年12 月 5 日 ” 第 4 展示室展示案説明，検討

平成 4 年12 月 19 日 ” 第 5 展示室展示案説明，検討

平成 4 年12 月 24 日 ” 建設計画について

平成 5 年 1 月 8 日 検討委員会 建設スケジュールの見直しについて

平成 5 年 1 月 30 日 専門委員会 学習情報室について

平成 5 年 2 月 22 日 検討委員会 建設スケジュールの見直しについて

平成 5 年 3 月 2 日 推進委員会 展示基本設計・建設設計について

平成 5 年 4 月 13 日 ” 展示基本設計・建設設計について

平成 5 年 4 月 30 日 検討委員会 展示基本設計について

平成 5 年 7 月 12 日 推進委員会 建築基本設計について

平成 5 年 7 月 17 日 専門委員会 展示基本設計について

平成 5 年 7 月 26 日 検討委員会 建築甚本設計について

平成 5 年 8 月 27 日 推進委員会 建築基本設計について

平成 5 年 9 月 18 日 専門委員会 建築基本設計について

平成 5 年10 月 30 日 ” ガイダンス施設遺構模型について

平成 5 年11 月 9 日 推進委員会 建築基本設計について

平成 5 年11 月 20 日 専門委員会 展示実施設計中間報告

平成 5 年12 月 18 日 ” 建築実施設計報告

平成 6 年 1 月 25 日 公聴会 展示内容・建築設計について

平成 6 年 2 月 24 日 検討委員会 展示内容・建築設計について

平成 6 年 3 月 5 日 専門委員会 展示実施設計について

平成 6 年 6 月 17 日 推進委員会 博物館建設工事について

平成 6 年 6 月 24 日 ” 博物館建設工事について

平成 6 年 8 月 20 日 専門委員会 博物館建設スケジュール説明

平成 6 年 10 月 1 日 II 博物館運営について

平成 6 年11 月 19 日 II 特別展示・企画展示案について

平成 6 年12 月 17 日 II 特別展示及び映像ソフトについて

平成 7 年 3 月 21 日 ” 旧石器時代港川原人のコンピューターグラフィックスについて

平成 7 年 6 月 1 日 運営懇談会 観光ルート位置付けについて

平成 7 年 7 月 15 日 専門委員会 映像シナリオについて

平成 7 年 9 月 12 日 推進委員会 愛称選定について

平成 7 年 9 月 19 日 ” 愛称決定について

平成 7 年 9 月 25 日 検討委員会 愛称決定方法及び承認について
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►博物館事業の概要

・所 在 地

．敷 地 面 積

・建 築 面 積

・延 床 面 積

．展 ホ 面 積

・構 造

• 総 事 業 費

・エ 期

・建築設計・監理

．施工建築主体工事

・電気設備工事

．展示工事

・空気調和設備工事

．給排水衛生設備工事

·C·G 制作

鹿児島県指宿市十二町2290番地

4, 900rrl 

1, 500rrl 

3, 163rrl 

830rrl 

鉄筋コンクリート造 2 階建

19億 8 千万円

着エ平成 6 年10月～完成平成 8 年 3 月

安井建築設計事務所

株式会社間組・迫田建設株式会社共同企業体

株式会社佐電工

株式会社丹青社

川本工業株式会社

有限会社丸山水道工務店

株式会社アイ・エヌ・エー

►ふるさと歴史の広場事業の概要

＜ガイダンス施設＞

・建築面積

・延床面積

・構 造

・総事業費

・エ 期

・建築設計・監理

．施工建築主体工事

・電気設備工事

・空気調和設備工事

．給排水衛生設備工事

・模型設置エ． 事

・映像制作委託

426m' 

4z3rrf 

鉄筋コンクリート造

3 億 4 千万円（史跡整備費含）

着エ平成 5 年 7 月～完成平成 8 年 3 月

株式会社空間文化開発機構

九州電気水道株式会社

有限会社オーデン

南栄設備株式会社

九州電気水道株式会社

株式会社京都科学

株式会社オフイス・トゥ・ワン

時遊館COCCOはしむれ全景
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指宿市考古博物館 時遊館COCCO はしむれの施設概要

1 階平面図

2 階平面図

3 階平面図
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一般収蔵庫

l
'
 

/ 

講堂・ギャラリー

主要施設面積一覧

事 事 務 室 64 

務 館 長 室 2 5 

室 会 議 室 24 

教 講堂・ギャラリー 1 5 0 
コ目

普
及 学習情報コーナ一 3 5 

系

調 ,,.,,,. 子 ヰ 員 室 9 0 云

査 復元作業室 1 1 3 
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指宿市考古博物館 時遊館COCCO はしむれ
（指宿市教育委員会社会教育課文化係）

平成 8 年度の事業について

1. 時遊館COCCO はしむれの事業
時遊館COCCOはしむれでは平成 8 年度において以下の事業を行った。

《博物館事業の部》

Ill 時遊館COCCOはしむれ開館セレモニー・オープニングフェスティバル

(21 時遊館COCCOはしむれギャラリーオープン記念企画展示『指宿の現代薩摩焼展ー伝説と革新一』

(3) coc co名画鑑賞会
(4) coc co考古学セミナー（全 7 回）

(5) 古代住居宿泊体験

(61 ミニ企画展『暮らしの中の薩摩焼』

(7) ニューイヤーコンサート

(8) 時遊館COCCOはしむれフォーラム『火山災害と人類ー火山と人類の歴史をたずねて』

I 91 博物館資料収集活動（実物資料．書籍等・写真等）

(lij) 博物館資料保存・修復活動

(II) 博物館教育・普及活動（ミュージアムティーチャー会による解説活動）

llll 『 COCCOだより』の発刊

(IJ) 図録・ミュージアムグッズの頒布

(141 カフェの委託

Ila) 博物館誘導看板整備

llol 博物館広報・ホームページ管理

《後援・協賛事業の部》

1111 指宿シルバー美術展

(!!) 指宿市文化祭

llll いでゆ会発表展

閻 薩摩郷句新春発表会

訓 あざみの会発表展

《発掘調査の部》

闘 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡等範囲確認調査

闘 敷領遺跡の発掘調査（市・県営住宅建設に伴う発掘調査）

闘 向吉地区発掘調査（下水道敷設に伴う発掘調査）

闘 広域農道整備に伴う確認調査

《文化財保護の部》

薗1 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡管理

闘 市指定文化財管理

闘 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡買上事業

《刊行・編集書籍等》

隙 常設展示図録

聞 『暮らしの中の薩摩焼』展示図録

闘 『火山災害と人類ー火山と人類の歴史をたずねて』資料集

閲 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡跡等範囲確認調査報告書

闘 橋牟礼川遺跡発掘調査概要報告（増刷）

関 『博物館紀要』発刊
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2. 各事業の実績と展開

• 博物館事業の部

(1) 時遊館 COCCO はしむれ開館セレモニ一

〈開館セレモニー〉

a. 目的 指宿市考古博物館時遊館COCCOはしむれの開館に即して，関係者に周知すると同時

に市民に広く開放し ， その内容を公開した。

b. 日時平成 8 年 4 月 20 日（土）

C. 場所時遊館COCCOはしむれ全館

d. 内容 開館記念式典・博物館無料開放
e. 主催指宿市

〈オープニングフェスティバル〉

a. 目的 指宿市考古博物館開館記念式典に伴い，隣接する国指定史跡橋牟礼川遺跡歴史後援の敷

地内において，開館記念フェステイパルを開催した。このフェスティバルは，以下の内

容である。

b. 日時平成 8 年 4 月 20 日（土）

C. 場所 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡

d. 内容湯豊太鼓演奏

郷土芸能踊り：岩本棒踊り，宮ノ前唐人踊り，ちよいのちよい

古代人仮装コンクール

各種ゲーム ：古代にまつわるクイズゲーム，宝探しゲーム，じゃんけんゲーム

上記の内容で， 14:30~17:00まで開催され，会場に集まった方は500人を超えており，博物館の指宿市内

に対するアピール，南九州の情報発信基地としてこれからの活動が期待できることを促すことができた。

e. 主催指宿市

(2) 時遊館COCCOはしむれギャラリーオープン記念企画展示『指宿の現代薩摩焼展ー伝統と革新一』

a. 目的 時遊館COCCOはしむれの『ガレリア F2 』 (2 階特別展示室）の市民にその施設を

公開すると同時に，指宿市の伝統的な産業のひとっである陶業「薩摩焼」を中心とした

展示を行い郷土の文化情報の発信を行った。

b. 日時平成 8 年 4 月 20 日（土）～同月 26 日（金）（休館日を除く）

午前 9 : 00~午後 5: 00 

C. 場所 時遊館COCCOはしむれガレリア F 1 (2 階特別展示室）

d. 内容 いぶすき窯元会に属する 6 つの窯元からその新作を含めた代表的な作品を展示した。

資料点数 60点（各窯元10点づつ）

e. 主催 指宿市・指宿市教育委員会・いぶすき窯元会

(3) COCCO名画鑑賞会

a. 目的 指宿市考古博物館では，「名画100選」からソフトを選択し，これを上映する「COCCO

名画鑑賞会」を館独自の企画事業として行った。

b. 日時 COCCO名画鑑賞会は，毎月 2 回のペースで開催した。上映時間は，会場となる歴史

劇場での「開け！大地のタイムカプセル」（橋牟礼川解説映像）上映とバッティングを避けるため，

土曜日夜 7時から行うこととした。これに合わせて，常設展示室の夜間公開 9 時まで行った。

C. 場所歴史劇場

d. 内容 現在のところ， COCCO名画鑑賞会は非常に好評を博している。来館者の年齢層は中高

年の入場者が主体を占めているが，上映ソフトによっては，小中学生も来館している。地域博

物館の活動の中とつの方向性として，今後ともCOCCO名画鑑賞会を継続してゆくべきと考える。

e. 主催指宿市教育委員会
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名画鑑賞会来館者集計

日 時 作 品 名 人 員

8 月 10 日 キングコング 56 

8 月 15 日 フランケンシュタイン 23 

8 月 24 日 チャップリンのキッド 23 

9 月 14 日 モロッコ 76 

9 月 28 日 ガス灯 62 

10 月 12 日 禁じられた遊び 87 

10 月 29 日 第 3 の男 64 

11 月 23 日 三文オペラ 42 

12 月 7 日 幌馬車 40 

12 月 23 日 素晴らしき哉人生 30 

1 月 1 日 モロッコ 32 

1 月 2 日 ガス灯 35 

1 月 3 日 禁じられた遊び 21 

1 月 4 日 自転車泥棒 51 

1 月 25 日 西部戦線異常なし 12 

2 月 8 日 制服の処女 12 

2 月 22 日 オペラ座の怪人 17 

3 月 8 日 若草物語 46 

合 計 729 

G
A
S
L
I
G
H
T
 

悧
緯
細
画
叩
o
o
o
o
o

クリ孟ごう名醤詮后讚認酪芯迄？言た

素晴らしき哉！人生

COCCO名画鑑賞会
12月23日（日）15:00~ 

時遊館COCCOはしむれ
歴史劇場

COCCO名画鑑賞会ポスター
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(4) COCCO考古学セミナ一

a. 目的 指宿市内外を問わず，一般の方々の歴史や文化に対する興味• 関心を喚起するとともに

生涯学習の一環として，より教養を深めてもらうことを主旨とし，全 7 回の講座を設けた。

バラエティーに富んだ内容の学習要望があったことから， 日本考古学の他，海外の考古

学，文献史学，動物解剖学，人類学などの諸分野から講座を構成し，個々の興味関心に

合わせた選択ができる形をとった。

b. 主催指宿市教育委員会

C. セミナーの内容と実績

各講座の実施状況は下記のとおりである。

〈第 1 回〉

日 時 8 月 5 日（土）午後 3 時~4 時

講師．題目 上村俊雄先生（鹿児島大学）『熊襲・隼人世界の人々とその文化』

参加人員 145名

〈第 2 回〉

日 時 9 月 14 日（土）午後 3 時~4 時

講師．題目 渡辺芳郎先生（鹿児島大学）『数千年の時をこえて 古代中国からのメッセージ』

参加人員 86名

〈第 3 回〉

日 時 10月 5 日（土）午後 3 時~4 時

講師．題目 中村明蔵先生（鹿児島経済大学）『大和朝廷と南九州 古代隼人の謎にせまる』

参加人員 96名

〈第 4 回〉

日 時 11 月 9 日（土）午後 3 時~4 時

講師．題目 西中川駿先生（鹿児島大学）『古代馬，古代牛は指宿にもいた？！我が国の馬と牛のルー

ツを探る』

参加人員 32名

〈第 5 回〉

日 時 12 月 7 日（土）午後 3 時~4 時

講師．題目 新東晃ー先生（鹿児島県立埋蔵文化財センター）『花開く南九州の縄文文化』

参加人員 36名

〈第 6 回〉

日 時 1 月 11 日（土）午後 3 時~4 時

講師．題目 新田栄治先生（鹿児島大学）『東南アジアの地中海世界一銅鼓の世界一』

参加人員 42名

〈第 7 回〉

日 時 2 月 8 日（土）午後 3 時~4 時

講師．題目 小片丘彦先生（鹿児島大学）『骨の秘密教えます。骨が語る日本人』

参加人員 36名

参加者合計

437名
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(5) 古代住居宿泊体験

指宿市考古博物館，歴史劇場と博物館に隣接している国指定史跡橋牟礼川遺跡歴史公園を有機的に

結びつけて活用する事業として，「古代にチャレンジ」を実施した。

a. 目的 現在，豊かで暮らしやすい空間で何ら不自由なこともなく過ごしている子供達に，古代

人の生活や忘れられてしまった古代人の素晴らしい知恵と技を自らの体で体験させ，古

代人が自然とともに豊かな生活をしていたことを肌で感じ取るなど，未来を担う子供達

がこれからの未来について過去の素材から考えさせる機会をつくらせる。

b. 日時平成 8 年 8 月 19 日 ~20 日

C. 場所 時遊館COCCOはしむれおよび国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡

d. 内容 8 月 19 日（土）

「古代にチャレンジ」結団式・古代服作成・古代人の生活と知恵に触れる・古代勾玉づ

くり・古代皿・古代食づくり・古代まつり・古代住居宿泊体験

8 月 20 日（日）

古代朝食試食・古代の絵をかこう・古代生活の体験感想文作成・「古代にチャレンジ」

解散式

e. 成果 指宿市考古博物館が開館した後，指宿市内の子供達を 1 日預かり，子供達の自主性を尊

重し子供達の考えで判断，活動させることを中心として古代人の生活に触れさせる事業

としては初めてであり，何もかも手探り状態であったが， 1 人のけが人・病気もだすこ

ともな全てのスケジュールを無事終了できた。

子供達は，学校の授業の中で古代人の生活を未開で，貧しく，野蛮人だというイメージが

強かったようだが，「古代にチャレンジ」に参加した後は，自分たちの直接の先祖が豊

かな自然と共に，素晴らしい文化を築いていたことを発見したようである。

f. 参加者 指宿市内小中学生および児童31名（小学生28名，中学生 3 名）

古代にチャレンジ
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(6) ミニ企画展『暮らしの中の薩摩焼』

a. 目的 「暮らしの中の薩摩焼展」を通じて自分たちの暮らしに根付いている薩摩焼をもう一度

再認識し，自分たちがこの薩摩焼をどのように活用し生活の一部として今後とも用いてい

＜か，また，来館したことをきっかけとして焼き物に興味をいだき郷土文化を再認識す

ることを目的としている。

b. 日時平成 8 年10 月 1 日 ~10月 31 日（休館日を除く）

C. 場所 指宿市考古博物館特別展示室（ガレリア F 2) 

d. 内容 平成 8 年 4 月 20 日に指宿市考古学博物館が開館してから半年後に，平成 8 年度秋季企画

展として「暮らしの中の薩摩焼展」を開催した。今回の企画展には，国際ソロプチミス

ト指宿より寄贈を受けた薩摩焼253点の中から 83点を厳選し展示した。開催期間中に

は幅広い年齢層の方々が来館し，韓国の陶業の系譜の上に，薩摩で誕生• 発展していっ

た薩摩焼をじっくりと見学していた。中には北海道からこの企画展をご覧になった来館

者もいた。入場は無料で，入場者数は3100名を数えた。

e. 主催 指宿市・指宿市教育委員会・ソロプチミスト指宿

ミニ企画展『＜らしの中の薩摩焼』
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(7) COCCOニューイヤーコンサート

a. 目的 ニューイヤーコンサートは，指宿市考古博物館が広く文化情報の発信を行うものである

から，音楽活動の一環としてクラリネット合唱団アンサンプルKの公演会を開催した。

b. 日時平成 9 年 1 月 12 日（土） 16 : 00~18 : 00 

C. 場所 エントランスロビー（ピアッツア・ジアイロ）

d. 内容 クラリネット合唱団アンサンブルによる演奏で，演奏会場は 1 階ロビー（ピアッツア・

ジアイロ）とした。ロビーは吹き抜けの円筒形をしており ， ブラインドを用いることで

音響も良好な状態に調整できる。客席は臨時席であるが， 120~130席は十分確保できる。

コンサート当日は立見客を含めて160名ほどの来館があった。指宿市内ではこうしたミ

ニコンサートの機会が少ないこともあり，市民の反応も良く，継続的なイベントとして

今後も行うべきと考えられる。

e. 主催 指宿市・クラリネット合唱団アンサンブルK

COCCOニューイヤーコンサート

出演：アンサンプル K

-13-



(8) 時遊館 COCCO はしむれフォーラム『火山災害と人類ー火山と人類の歴史をたずねて』

a. 目的 時遊館COCCO はしむれは， 「 自然と隼人いきづく文化」という展示テーマを掲げて

いるように，旧石器時代から，現代に至るまで，火山との関わりは切ってもきれない関

係にある。特に，火山の恵みとしての温泉は，国際観光保養都市として，指宿市の繁栄

を支えてきたものということができる。

ー方，火山は ， 時として，噴火災害などを発生させてきた。その痕跡は，国指定史跡指

宿橋牟礼川遺跡などにも顕著なように ， 指宿市の歴史の中で無視できない。

そこで ， 火山と人間との関わりを歴史の上からひも解き，防災意識も含めて，災害の歴

史への興味を啓発することを目的に行われた。

b. 日時平成 9 年 1 月 19 日（日曜日）

C. 場所 時遊館COCCOはしむれ 1 階市民ギャラリー・ 1 階歴史劇場・ 1 階ロビー

d. 内容 テーマは『災害と人類』 一火山と人類の歴史をたずねてーとし，研究発表ポスターセッション，

記念講演会を実施した。資料の作製も同時におこない，資料及び博物館入場料として800

円を徴収した。 参加人員は71 名

1. 火山・災害考古学研究会総会

2. フォーラム（第 1 部）研究発表

Ill 『指宿地域の火山災害遺跡』指宿市教育委員会下山覚・渡部徹也・中摩浩太郎・鎌田洋昭

12) 『文献から見る鹿児島の火山噴火』鹿児島ラ• サール学園教諭 永山修一

13) 『 2 つの火山が縄文社会に与えた影響』鹿児島県埋蔵文化財センター課長補佐新東晃一

(4) 『火山噴火が環境と文明に与えた影響』鹿児島大学教授 森脇 広

3. フォーラム（第 1 部）• ポスターセッション

Ill 『広原地区遺跡』 宮崎県埋蔵文化センター 北郷泰道・久木田浩子．平原英樹

(2) 『籐兵衛坂段遺跡』福山町教育委員会社会教育課主査 吉留道幸

4. フォー ラム（第 2 部）・特別講演会

題目『ウェスウィウス火山の噴火とボンベイ』財団法人古代学研究会教授兼副所長同志社大学

名誉教授ボンベイ遺跡学術調査隊員 浅香 正

e. 主催 指宿市，指宿市教育委員会，古代学協会，古代学研究所，火山・災害考古学研究会

時遊館'--"'01;,_いはしむれフォーラム
火山災害と人類J —火山と人類の！料tj'I、]しもすねて一

火山・災富遍古字研究会

畠闘 ；；；霜悶=·古ニ悶:社指：贔=ill唸=蜘 KTS 

時遊館COCCOはしむれフ ォーラム『火山災害と人類ー火山と人類の歴史をたずねて一』

特別講演 ： 浅香正氏
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(9) 博物館資料収集活動（実践資料．書籍・写真等）

a. 目的 博物館としての甚幹となる事業の一つとして，資料の収集活動がある。

b. 場所特別収蔵庫

C. 内容 今年度は，国際ソロプチミスト指宿より薩摩焼等陶磁器の寄贈資料が253点あった。ま

た，旧専売公社跡地倉庫内に収蔵されていた民俗資料・文書資料等も博物館に移動した

が，これらについては，平成 9 年度に整理を行う予定である。

(10) 博物館資料保存・修復活動（実物資料．書籍等・写真等）

a. 目的 博物館としての基幹となる事業の一つとして，資料の保存・修復活動がある。

b. 場所復元作業室

C. 内容 今年度は，国際ソロプチミスト指宿による寄贈資料， 18専売公社跡地倉庫内に収蔵され

ていた民俗資料・文書資料等について，くん蒸作業を実施した。くん蒸作業は，殺かび，

殺虫を期して行われた。

特別収蔵庫収蔵状況

収集資料くん蒸作業
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(11) 博物館教育· 普及活動

博物館としての基幹となる事業の一つとして，教育・普及活動がある。

〈ミュージアムティーチャー（博物館指導員）による案内・解説〉

●ミュージアムティーチャー制度の概要

博物館の教育普及活動の最も基礎的な業務の一つである常設展示の案内・解説について，恒

常的な情報の提供，教育普及効果の向上を目的にミュージアムティーチャー制度を導入した。

ミュージアムティーチャーの組織は下記のとおりである。

（ミュージアムティーチャー 4 名 案内・解説・教育業務

アシスタントティーチャー 3 名 受付け，もぎり業務，および案内・解説業務の補助

開館日は，ミュージアムティーチャー（以下MT と略す。） 2 名，アシスタントティーチャー

（以下AT と略す。） 2 名が勤務する体制をとり， MTはそれぞれ歴史劇場，常設展示室に常

駐し案内・解説業務にあたった。

• MTの案内・解説業務について

・歴史劇場での案内・解説

ここでは，国指定史跡橋牟礼川遺跡の学史と概要を約18分間の映画と遺構模型によって紹

介している。 MTは，映画終了後，古墳時代，平安時代の 2 つの遺構模型の解説を行い，橋
牟礼川遺跡の全体像の理解を促し，常設展示室への導入とする。

歴史劇場での解説業務の流れ

「ひらけ大地のタイムカプセル」 上映 約18分

古墳時代模型解説 約 3 分

平安時代模型解説 約 3 分

・常設展示室での案内・解説

第 3 展示室は古墳時代の集落を復元し，照明と音響によって古代の 1 日を疑似体験できる

施設である。ここでは，住居内に再現した生活用品等に自由に触れながら当時の生活・文化

についての関心と理解を促すことをねらいとしている。従って， MTの業務も第 3 展示室で

の 「集落の紹介」を中心とした案内・解説を実施している。

照明・音響演出には，環境音のみの 6 分間の演出 (Aパタ ー ン）と集落内に配置したイヌ，

二ワトリ，カラスの動物たちが擬人化して集落の紹介をする約 8 分間の演出 (B パターン）

がある。通常， 30分ごとにいずれかの演出を自動的に行うようにコンピュータ制御している

が，見学者の年齢層に応じた臨機応変な演出も可能である。小学生以下の児童には， Bパター

ン演出が人気が高い。

MTは，これらの環境演出の補助的な解説，復元された様々な道具の使い方について見学

者といっしょにものに触れながら説明を行っている。

●解説業務の効果と展望

MT制度によって，日常的に見学者に対し展示解説・案内をすることが可能となった。館内

アンケートの結果も80%以上の人々が「わかりやすかった」との回答を示し，相乗効果として

展示の内容についてもより深い理解が得られるとの声も多く聞く。 MTの解説業務が単なる館

内案内に陥らず，見学者の展示理解の援助や展示物の見方・視点を誘導するナビゲーター的な

役割を果たすことが，教育普及活動の基礎的作業の一つになるものと思われる。今後より活動

を充実させるために博物館教育普及に関する研究会を定期的に開催し，その中で現在の常設展

示を活用した教育プログラムの開発等新たな展開が望まれている。
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〈ワークシートの作成〉

●ワークシートの内容

第 2 展示室，第 3 展示室，第 4 展示室の 3 ヶ所にワークシートを設置した。以下にその内容

を記す。

• 第 2 展示室ワークシート

タイトル 「道具袋の中身はな～に？」

内容とねらい 旧石器時代の石器展示のコーナーに設置した。機能によってもののそれぞれ

形態が異なるということを 3 種類の石器を例に表現した。

• 第 3 展示室ワークシート

タイトル「タイムスリップ！古代体験ゾーン」

内容とねらい 復元した集落をイラスト地図にして集落内のなまざまなものの名称を問いか

ける形をとった。シートを見ながら集落の様子の全体像をつかむことができ

るよう配慮した。

• 第 4 時展示室ワークシート

タイトル「君のルーツは隼人なのか？！」

内容とねらい 古代隼人を象徴する遺物として，外来文化の代表に「隼人の楯」を，伝統文

化を受け継ぐものとして「甕形土器」を取り上げ，隼人文化の一端を知る手

掛かりとした。

●ワークシートの活用と今後の展開

各シートは小学生を中心によ＜利用されている。内容は，時遊館のキャラクターであるタイ

ム博士がクイズ形式で問いかける比較的簡単なものである。児童• 生徒の団体見学の場合は，

第 3 展示室であれば，あらかじめシートを手渡し，自主的に復元集落内に散策させることでよ

り興味を促すよう務めた。

ただし日常的には，シートがどの程度活用されたのかそのリサーチが困難な面がある。また，

クイズ形式をとっているが，展示以外の形で回答を用意していないため，正解か否かといった

点を確認できないといったデメリットもある。

今後， MT によるフォロ一アップも含め，検討が必要である。

〈常設展示におけるクイズ方式〉

幅広い入館者の人々に，古代に関する興味と学習意欲を促す方法として，クイズ方式も取り入

れている。

• 「動物Q&A」…パソコンに指でタッチすることで画面上に展開する動物に関するクイズに答

えてい＜方法。幅広い年齢層に使用されており，クイズの答えが間違ってい

たら館内の常設展示に答えが隠れており，復習学習も可能である。

• 「土器パズル」• ••第 2 展示室の入り口に設置されている。

スイッチを押すと60秒の時間がカウントダウンされ，その間は土器の本体の

中の電磁石が作動し，パズルピースである土器片が正しい場所では土器本体

に＜っつく様になっている。特に子供達が利用して，遺跡から出土している

土器片も接合して本来使用していた状況に復元できることと，土器について

の学習意欲を促せる。
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(12) 『 COCCOだより』の発刊

情報誌『COCCOだより』における広報

指宿市考古博物館においては，市民もしくは市外の多くの方々の生涯学習の場として博物館を位

置づけさせると同時に，博物館での行事や催しの開催の情報提供と，学習意欲や目的を個人が自主

的にかつ積極的に行うよう各種情報誌を制作し広報している。

〈 COCCOだよりの発刊〉

指宿市考古博物館が月 1 回出版し市内に配布している催し物や館内で行われる事業のお知らせ広報紙

である。 8 月号以降現在 2 月末現在で 7 号を数える。

時遊館COCCOはしむれ お知らせ版 第 1 号 平成 8 年 8 月 1 日発行

時
遊
館
C
O
C

C
O

は
し
む
れ
の

入
場
者
数
が
、
開

館
三
ヶ
月
で
早
く

も
三
万
八
千
人
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越
え
ま
し
た
。

見
て
、
さ
わ
っ
て

楽
し
め
る
体
験
型

の
新
し
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展
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の

試
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人
気
を
呼

ん
で
い
ま
す
。
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夏
休
み
に

入
っ
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お
客
さ

ん
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数
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、
ま
す

ま
す
増
え
そ
う
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す
。
こ
の
記
録
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一
昨
年
開
館
し
た

横
浜
市
歴
史
博
物

館
に
並
ぶ
も
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で

関
係
者
か
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も
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
゜

大
人
気
9
鴫

ュ
T
ク

震
示

l
|
 

時
遊
館
C
O
C
C
O

は
し
む
れ

で
は
、
八
月
か
ら
毎
月
一
回
、
「
は

る
か
な
る
歴
史
□

マ
ン
ヘ
の
誘
い
」

と
題
し
て
、
考
古
学
セ
ミ
ナ
ー
（
公

開
講
座
）
を
開
催
し
ま
す
。
南
九
州

か
ら
古
代
中
国
地
中
海
の
文
化
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至
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お
も
し
ろ
く
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そ
し
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か
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す
＜
歴
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謎
に
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ま
す
。
夏
休
み
の
自
由
研
究
に

ご
家
族
で
、
友
達
を
さ
そ
っ
て
気

軽
に
ご
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加
下
さ
い
。
受
講
料
は
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す
゜

八
月
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日
（
土
）
午
後

三
時
か
ら
四
時

上
村
俊
雄
氏
（
鹿
児
島
大

学
教
授
）

言
座
名
「
熊
嬰

・

隼
人
世
界
の
人

々
と
そ
の
文
化
」

第
2

回
九
月
十
四
日
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土
）
午

後
三
時
か
ら
四
時

講
師
渡
辺
芳
郎
氏
（
鹿
児
島
大

学
助
教
授
）

講
座
名
「
数
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の
時
を
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え
て

古
代
中
国
か
ら
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
」

第
3

回
十
月
五
日
（
土
）
午
後

三
時
か
ら
四
時

講
師
中
村
明
蔵
氏
（
鹿
児
島
経

済
大
学
教
授
）

講
座
名
「
大
和
朝
廷
と
南
九
州

古
代
隼
人
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迫
る
」

十
一
月
以
降
の
開
催
予
定
に
つ

ま
し
て
は
、
次
号
の

C
O
C
C

-O
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
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回 望
璽
ェ
ナ
—
喜

時遊館
COCCO 

はしむれ

指宿市十二町
2 2 9 0 

発行

指宿市

教育委員会

時
遊
館
C
O
C
C
O

は
し
む
れ
一
階
の
歴
史

劇
場
で
は
、
毎
月
二
回

第
二
、
第
四
土
曜
日
の

夕
方
七
時
か
ら
、
な
つ

か
し
の
名
作
映
画
の
上

映
会
を
開
催
し
ま
す
゜

八
月
二
十
四
日

ロ八月＋
日
キ
ン
グ
コ
ン
グ

八
月
十
五
日
フ
ラ
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ケ
ン
シ

ュ
タ
イ
ン

チ
ャ
ッ
プ
リ
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の
キ
ッ
ド

九
月
十
四
日
モ
ロ
ッ

コ

九
月
二
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ガ
ス
燈

十
月
十
二
日
禁
じ
ら
れ
た

遊
び

十
月
二
十
六
日
第

3

の
男

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
゜

第 1 回目は 、 モ ンスター映画の傑作

キングコングです。

·cocco名画鑑賞会 I

一
九
二
0
年
代
か
ら
一
九

五
0
年

代
の
映
画
の
最
盛
期
に
撮
ら
れ
た

名
作
の
数
々
。
一
五

0
イ
ン
チ
の

大
型
画
面
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
ド

ラ

マ
を
お
楽
し
み

下
さ
い
。
な
お

入
場
料
は
、
大
人
五
0
0
円
、
大
学

生
・
高
校
生
四
0
0

円
、
小
学
生

三
0
0

円
で
す
゜
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こ
の
コ
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で
は
、
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O
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し
む

れ
を
訪
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た
皆

さ
ん
の
ご
意
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．

ご
感
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を
紹
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し
て
い
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ま
す
゜

「
ぽ
く
は
時
遊
館
C
O
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れ
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来
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縄
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縄
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狩
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イ
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時
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と
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
調
べ
る
と
古
代
人
の

栄
養
状
態
や
健
康
状
態
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
貴
重
な
資
料
な
の
で

す
゜円

熟
し
た
作
品
の
数
々
を
ご
堪

能
下
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
゜

第
6

回
最
優
秀
賞
「
神
秘
の
大
ス

フ
ィ
ン
ク
ス

」

四
枝
新

一
氏
作
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を
延
長
し
て
の

開

詈
~
整

シ
ル
バ
ー
鷹
展
，
汀
い

冒
戸
日
汀
旦
い
[
し
て

、

六
十
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
し

た
県
内
唯

＿
の
公
募
展
で
す
が

、

訪
れ

た
皆
さ
ん
か
ら
は

、

「
作
品
の
若
々
し
さ

に
驚
き
ま
し
た
」
と
の
声
も
多

く

間
か

れ
ま
し
た
。
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＂
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＂
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＂
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3
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〕
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＂
~
＂
〕
"
]
"
]
＂
]
＂
]
＂
]
3
"

]
0

"
]
3

"
]
"
]
＂
]
＂
i
"
2
"
]
＂
]
"
]
＂
]
"
]
●

=
―十
一
人
の
子
供

た
ち
が
古
代
住
居

ン
で
宿
泊
体
験

ン
[ [

>>

八
月
四
日
か
ら
開
幕
し

て
い
た
シ
ル

バ
ー
美
術
展
は
、
の

べ
三
千
八
百

人
の

来
館
者
を
迎
え
、
十
八
日
に
閉
幕
し
ま

し
た
。

当
初
は

、

十
＿
日
に
閉
幕
の
予
定

で
し
た
が

、

好
評
に
つ
き
一
週
間
会
期

指
宿
市
考
古
博
物

館
「
時
遊
館
C
O
C
C
O

は
し
む

れ
」

お
報
せ
版

9 月号

lcoc℃〇盆匈奎賓芸ゾ

第
＿
回
の
考
古
学
セ
ミ
ナ
ー
が
、
鹿

児
島
大
学
の
上
村
俊
雄
先
生
を
お
迎
え

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
の
歴
史

劇
場
に
は

、

百
四
十
五
人
の
参
加
者
の

皆
さ
ん
が
詰
め
掛
け
超
満
員
。
「
熊
襲
·

隼
人
世
界
の
人
々
と
そ
の
文
化

」

と
題

さ
れ
た
講
座
で
は

、

県
内
各
地
の
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
隼
人
の
生
活
の
道
具
や

お
墓
の
形
態

、

人
骨
の
様
子
な
ど
が
ス

ラ
イ
ド
で
紹
介
さ
れ

、

当
時
の
人
々
の

央
ち
ゃ
ん
は
「
古
代
食
を
ま
た
家
で
も

作
っ
て
み
た
い
」
と
の
感
想

。

ま
た

、

勾

玉
づ
く

り
も
み
ん
な
に
人
気
が
あ
っ
た

よ
う
で
す
゜

暮
ら
し
ぷ
り
が
詳
し
く

語
ら
れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
皆
さ
ん
は

、

出

土
品
や
各
地
の
遺
跡
の
様
子
な
ど
か
ら

思
い
思
い
の
隼
人
像
を
描
き

、

歴
史
の

ロ
マ
ン
に
思
い
を
馳
せ
て
い
た
よ
う
で

す
。

九
月

、

十
月
の
セ
ミ
ナ
—
の
予
定

は
、

次
の
と
お
り
で
す

。

い
ず
れ
も

、

土

曜
日
の
午
後
3

時
か
ら
4

時
ま
で

、

C

O
C
C
O

は
し
む
れ
で
開
催
し
ま
す

゜

九
月
十
四
日
「
数
千
年
の
時
を
こ
え
て

古
代
中
国
か
ら
の

メ

ッ

セ
ー

ジ
」

講
師
渡
辺
芳
郎
先
生
（
鹿
児
島
大
学

助
教
授
）

十
月
五
日

「
大
和
朝
廷
と
南
九

州
古
代

隼
人
の
謎
に
迫
る
」

講
師
中
村
明
蔵
先
生
（
鹿
児
島
経
済

大
学
教
授
）

:
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:
:
:
：
:
:
：
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、
、
:
‘

,

＂
"
•

,
』
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』
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,
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0
,
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』
,
』

9

d

9

ヽ
'
』
,
』
,
‘
’
』

·

』

9

ヽ

・

』

9

、
,
、

．
し

今
月
の
C
O
C
C
0

名
画
鑑

賞
会
は
、
恋
愛
映
画
の
名
作
『
モ

ロ
ッ
コ
』
と
サ
ス

ペ
ン
ス
映
画

の
古
典
『
ガ
ス
燈
』
で
す
。

九
月
十
四
日
（
土
）

『
モ
ロ
ッ
コ
』

二
十
八
日
（
土
）

『
ガ
ス
燈
』

い
づ
れ
も
午
後
七
時
か
ら
の

上
映
で
す
。
な
お

、

当
日
は
午
後

九
時
半
ま
で
夜
間
開
館
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
常
設
展
示
見
学

料
で
映
画
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
み
な
さ
ま
お
誘
い
あ
わ
せ

の
上

、

秋
の
夜
長
を

C
O
c
c

O

は
し
む
れ
で
お

く

つ
ろ
ぎ
下

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

作子潤り禾玉J
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、

シ
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c
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展
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ス
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れ
外
）
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c

む
応
野
真
ド
／

し
し
ゃ
写
ァ
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J
 

示

は
ま

一
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展
＼

0

し
几
又
ラ
し
・

C

几
又
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ヵ
さ

r

下
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-
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"
常
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C

開

0

を
）
像
て
．

C

ジ
文
映
み

C

一

英
を
て

n

ペ

は
玉
い
．

l

時
遊
館
C
O
C
C
O

は
し
む
れ
で
は

、

九
月
五
日
（
木
）
か
ら
十

一
日
（
水
）
ま

で
の
七
日
間

、

秀
作
美
術
展
を
開
催
し

ま
す
。

絵
画

、

彫
刻

、

書
、

デ
ザ
イ
ン
な

ど
県
内
の
す

ぐ

れ
た
作
家
の
優
秀
作
品

二
十
五
点
が
展
示
さ
れ
ま
す

。

芸
術
の

秋
、

美
し
い
作
品
の
数
々
を
お
楽
し
み

く

だ
さ
い
。

入
場
は
無
料
で
す
゜
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秋
季
企
画
展

『
暮
ら
し
の
中
の
薩
摩
焼
展
』

十
月
よ
り
開
催

十
月
一

日
か
ら
十

月
三
十

一

日
ま
で
C

O
C
C
O
 

は
し
む
れ

二
階
特
別

展
示
室

で
、
秋
季

企
画
展

『
暮
ら
し

の
中
の
薩

摩
焼
展
』
を
実
施
し
ま
す
。
黒
薩
摩
を
中

心
に
県
内
各
地
の
窯
の
作
品
を
一
堂
に

展
示
。
薩
摩
伝
統
の
美
と
薩
摩
焼
の
歴

史
を
分
か
り
や
す

く
ご
紹
介

し
ま
す
゜

古
く
は
、
一
八
六
七
年
の
パ
リ
万
国
博

覧
会
に
も
出
品
さ
れ
、
日
本
の
陶
芸
文

化
を
代
表
す
る
焼
き
物
の
＿
つ
に
数
え

ら
れ
る
薩
摩
焼
。
こ
の
秋

、

C
O
C
C
O

は
し
む
れ
で
ふ
る
さ
と
の
技
と
美
を
堪

能
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
場
は
無
料
で

す
゜
:
ェ
ロ

:
:
:
u

^`~•] 

、

古
代
人
も
「
む
ね
あ
げ
」
を
祝
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？
マ
ン
ガ
に
あ
る
よ
う
な

大
き
な
石
の
お
金
は
、
日
本
で
は
見
つ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
じ
め
て

作
ら
れ
た
お
金
は
、
『
和
同
開
称
』
（
わ

と
う
か
い
ち
ん
）
と
い
う
銅
や
銀
の
お

金
で
、
西
暦
七

0

八
年
に
唐
（
現
在
の

中
国
）
の
開
元
通
宝
（
か
い
げ
ん
つ
う

ほ
う
）
と
い
う
お
金
を
ま
ね
て
作
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
開
一
元
通
宝
は

、

橋
牟
礼

川
遺
跡
か
ら
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
゜

さ
て
、
家
造
り
は
、
大
変
な
仕
事
で
す
゜

出
来
上
が
っ
た
時
に
は
、
き
っ
と
新
築

祝
い
を
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
古
代
で

は
み
ん
な
が
持
て
た
マ
イ
ホ
ー
ム
。
う

ら
や
ま
し
い
気
が
す
る
の
は
私
だ
け
で

illi\111111\111111まんが道場I

晨スメラグ

し
ょ
う
か
。

作
品
募
集
の

お
知
ら
せ

写
真
は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

オ
ー
ジ
ー

ダ
ン
ス
を

楽
し
ん
で

い
る
と
こ

ろ
で
す
゜

来
年
は
、

あ
な
た
も

参
加
し
て

み
ま
せ
ん

¥

o

 

ヵ

C
O
C
C
O

ま

ん
が
道
場
で

は
、
ユ

ニ
ー
ク

八
月
十

三
日
、
市
体
育
館
に
お
い
て

な
一
こ
ま
マ
ン

中
高
生
三
百
人
が
参
加
し
て
、
賑
や
か

ガ
を
募
集
し
て

に
ふ
る
さ
と
の
集
い
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
大

い
ま
す
。
B
5

会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
中
高
生
が

サ
イ
ズ
の
ケ
ン

い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

ト
紙
ま
た
は
画

汗
を
流
し
、
異
年
齢
間
の
交
流
を
深
め
、

用
紙
を
ご
使
用

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
成
績
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八
月
十
日
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
ロ
ッ
ク
ハ
ン
プ

卜
ン

市
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
て
い
た
中
高
生
二

十
五

名
が
、
無
事
帰
国
し
ま
し

た
。
七
月

二
十
二
日
か
ら

二
十
日

間
に
わ
た
り
、
オ

ス
ト
ラ
リ
ア
の
文
化
を
肌

で
感
じ
、

日

本
と
の
違
い

を
体
験
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
き
っ

と
生
か
さ
れ
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

、
ク
ィ
ッ
1
f
9

ヅ
り
！

) ) 

穴
レ
ー

｀

万
ふ

る
さ
と
の
集
い

ハ
ン
バ
ー
グ
と
い
え
ば
、
子
供
た

ち
に
人
気
の
メ
ニ
ュ

ー

の
一
っ
。
現

代
の
ハ
ン
バ
ー
グ
は

、

欧
米
か
ら
伝

え
ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
な
ん
と
縄

文
時
代
の
日
本
に
も
あ
っ
た
の
で
す
゜

鹿
や
イ
ノ
シ
シ
の
肉
に
ク
ル
ミ
な
ど

の
木
の
実
を
混
ぜ
て
焼
い
た
も
の
で

す
が
、
化
石
状
に
な
っ
て
遺
跡
か
ら

見
つ
か
っ
た
例
が
あ
り
ま
す
。
調
味

料
に
は
、
塩
や
エ
ゴ
マ
、

山
椒
等
を

使
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
ん
が
り
焼
け
た
お

肉
と
木
の
実
。
美
味
し
い
香
り
が
し

て
き
そ
う
で
す
゜

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

C
O
C
C
O

は
し
む

れ
を
訪
れ
た
皆
さ
ん

の
ご
意
見
．
ご
感
想

を
紹
介
て
い
き
ま
す

「
こ
の
館
の
名
前
の
由

来
が
お
も
し
ろ
い
と

思
い
ま
し
た
。
中
学
生
に
も
い
い
勉
強

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

」

（
福
岡
県
直
方
市
織
田
敏
俊
さ
ん
）

C
O
C
C
O

は
、
イ
タ
リ
ア
語
で
「
秘

蔵
っ
子
」
と
い
う
意
味
で
す
。
橋
牟
礼
川

遺
跡
が
「
日
本
の
ポ
ン
ペ
イ
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
語
を
使

い
ま
し
た
。
指
宿
の
文
化
施
設
の
秘

蔵
っ
子
と
か
わ
い
が
ら
れ
る
よ
う
頑

張
っ
て
ま
い
り
ま
す
゜

、
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虹 者■I万人疾嘩！
九
月
八
日
（
日
）
、

C
O
C
C
O

は
し

む
れ
に
五
万
人
目

の
入
館
者
を
お
迎

え
し
ま
し
た
。
五

万
人
目
の
お
客
様

は
、
吾
平
町
に
お

住
ま
い
の
諏
訪
沙

織
さ
ん
。
四
万
九

千
九
百
九
十
九
人

目
の
黒
木
摩
子
さ

ん
（
宮
崎
在
住
）
ヽ

五
万
一
人
目
の
藤

村
義
男
さ
ん
（
指

宿
市
内
）
と
＿
二
人

で
く
す
玉
を
わ

り
、
5

万
人
目
を

祝
い
ま
し
た
。
田

原
迫
市
長
か
ら
の

記
念
品
の
授
与
の

あ
と

、

い
っ
し
ょ

に
来
館
さ
れ
て
い

た
職
場
の
皆
さ
ん

や
古
代
人
に
扮
し

た
職
員
と
に
ぎ
や

か
に
記
念
撮
影
゜

諏
訪
さ
ん
は
「
び

lcocco名画窪書芸

っ
く
り
し
た
け
ど
い
い
思
い
出
に
な

り
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
い
博
物
館

で
し
た
。
」
と
の
感
想
。
次
は
十
万
人

を
目
指
し
て
職
員
＿
同
頑
張
っ
て
ま

い
り
ま
す
゜

薩
摩
焼
の
伝
統
と
歴
史
を
解
き
明

か
す
「
暮
ら
し
の
中
の
薩
摩
焼
展
」
が

開
会
し
ま
し
た
。
黒
薩
摩
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
た
県
内
で
も
珍
し
い
展
示

会
で
す
。
ご
家
庭
で
、
街
の
お
蕎
麦
屋

さ
ん
で
何
気
な
く
み
か
け
て
い
た
黒

膏
~
；
~
屁
¥
ヵ
一

薩
摩
。
戦
国
時
代
よ
り
息
づ
く
薩
摩

伝
統
の
美
に
秘
め
ら
れ
た
謎
を
解
き

明
か
し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。
こ

の
機
会
を
是
非
お
見
逃
し
な
く
。
皆

様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
期
間
平
成
八
年
十
月
一
日
か

ら
―
―
-
+
―
日
ま
で

九
月
十
四
日
に
上
映
さ

れ
た
『
モ
ロ
ッ
コ
』
に
は
、

市
内
外
か
ら
七
十
六
名
の

映
画
フ
ァ
ン
が
つ
め
か
け

ま
し
た
。
ラ
ス
ト
シ
ー
ン

で
は
、
場
内
か
ら
思
わ
ず

拍
手
が
沸
き
上
が
る
ほ
と
。

鹿
児
島
市
内
か
ら
み
え
た

あ
る
男
性
は
「
昭
和
十
七

年
に
こ
の
映
画
を
観
て
以

来
、
も
う
一
度
観
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
日

は
感
動
し
ま
し
た
。
」
と
の
感
想
。
青

春
の
思
い
出
が
よ
み
が
え
っ
た
一
夜

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
さ
て
、
今
月
の
名

画
は
、
ア
カ
デ
ミ
—
賞
外
国
映
画
賞
、

ベ
ネ
チ
ア
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
に
輝

＜
不
朽
の
名
作
『
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
』

と
カ
ン
ヌ
映
画
祭
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
、

映
画
史
上
最
も
有
名
な
あ
の
ラ
ス
ト

シ
—
ン
が
再
び
『
第
3

の
男
』
で
す
゜

美
し
い
ギ
タ
ー
が
奏
で
る
音
楽
も
忘

れ
が
た
い
印
象
を
残
し
ま
す
。
芸
術

の
秋
、
心
が
震
え
る
一
夜
を

C
O
C

C
O

は
し
む
れ
で
お
過
ご
し
下
さ
い
。

指
宿
市
考
古
博
物
館
「
時
遊
館
C
O
C
C
O

は
し
む
れ
」
お
報
せ
版

1 0 月号

禁じられた遊び

九
月
十
四
日
の
考
古
学

-[[[[>>

古
代
中
国
文
化
に
つ
い
て

古
暉

最
新
の
考
古
学
成
果
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
予
定
時
間
を
過
ぎ

て
も
質
問
の
声
が
次
々
に
あ
が
る
会

場
は
歴
史
フ
ァ
ン
の
熱
気
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
今
月
の
予
定
は
、
十
月
五

日
（
土
）
午
後3
時
『
大
和
朝
廷
と
南

九
州
古
代
隼
人
の
謎
に
迫
る
』
講

師
中
村
明
蔵
先
生
を
お
迎
え
し
て
私

た
ち
の
ル
ー
ツ
古
代
隼
人
族
の
た

ど
っ
た
歴
史
を
探
り
ま
す
゜
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社
絆
唸
ャ
¢
ヅ2
/

＋
月
十
二
日
（
土
）
『
禁
じ
ら
れ
た
遊

び
』
、
十
月
二
十
六
日
（
土
）
『
第
3

の

4
ク
r

ツ
ー
N
傾
わ
イ
拍
矛

男
』
、
い
づ
れ
も
午
後
七
時
か
ら
の
上

映
で
す
゜

今
よ
み
が
え
る

薩
摩
の
伝
統

—23-



「
こ
れ
は
四
千
年
前
の
土
器
で
す。
」

と
土
器
を
取
り
上
げ
説
明
す
る
考
古

学
者
。

不
思
議
に
思
い
ま
せ
ん
か

？
・

『
な
ん
で

、

そ
げ
な
こ
と

が
わ
か
っ
と

よ
？

．
』。

来
館
し
た
方
々
か
ら
も
っ
と

も
よ

く

聞
か
れ
る
質
問
「
な
ぜ
何
年

前
と
わ
か
る
の
か
」
そ

の
方
法
を
ご

紹
介
し
ま
す
゜

さ
て
、
空
気
中
と
わ
た

し
た

ち
生
物

の
体
の
中
に
は
炭
素
ー

4

と
い

う
原

子
（
小
さ
な
小
さ
な
粒
）
が
常
に
一
定

の
割
合
で
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

生
物

が
生
き
て
い
る
間
は

、

空
気
中
か
ら

炭
素
を
取
り
入
れ
て
い

る
の

で
そ
の

量
は

、

一
定
で
す
。
と
こ
ろ

が
、

生
物

が
死
ぬ
と
炭
素
を
取
り

入
れ
る
こ
と

が
で
き
な
く

な
る
た
め

、

生
物
の
か

ら
だ
の
中
に
あ
っ
た
炭

素
ー

4

は
、

ご
く

わ
ず
か
な
放
射
能
を
出
し
な
が

ら
減
っ
て
い
き
ま
す
。

減
る
ス
ピ
ー

ド
は
、
約
5
7
3
0

年
で
半
分
に
な

る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば

、

遺
跡
の
地
層
か
ら
植
物

の
化
石
が
見

つ
か
り

、

そ
の
中
の
炭
素
ー

4

が
ど

の
＜
ら
い
減
っ
て
い
る
の
か
そ
の
割

合
を
調
べ
る
と

、

何
年
前
に
そ
の
植

Q
・
な
ぜ
年
代
が
わ
か
る
の
か
っ

0
昌
＝
企
晏
闘
[

ー

/

"
内Ic

c
 

-い9
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I) 
C 1 4 ( 炭素 1 4 ) の星を
現代の植物と比ぺる。
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f
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尉
鱈
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ー
六／
ぴ
ざ
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物
が
死
ん
だ
の
か
を
逆
算
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
す
る
と
植
物
が
入
っ

て
い
た
地
層
の
年
代
が
わ
か
る
の
で

同
じ
地
層
か
ら
見
つ
か
っ
た
土
器
の

年
代
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

文

字
の
な
い
時
代
の
出
土
品
に
つ
い
て

は
、

こ
の
研
究
成
果
の
積
み
重
ね
で

年
代
を
推
定
し
て
き
ま
し
た

。

こ
の

方
法
は
一
九
四
六
年
ア

メ

リ
カ
の
シ

カ
ゴ
大
学
の
ビ
リ
ー
博
士
に
よ
っ
て

実
証
さ
れ
ま
し
た

。

こ
の
研
究
は

ノ

ー

ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。

こ
の
他

、

年
号
の
入
っ
た
鏡
や
お

金
と
い
っ
し
ょ
に
発
見
さ
れ
た
出
土

品
に
つ
い
て
も
年
代
を
推
定
で
き
ま

す
し

、

指
宿
の
よ
う
に
開
聞
岳
の
火

山
灰
を
利
用
し
て
年
代
を
推
定
す
る

方
法
な
ど
様
々
な
年
代
測
定
法
が
あ

り
ま
す
゜

「
釣
り
」
と
い
え
ば
人
気
レ
ジ
ャ
ー

の
一
っ
で
す
が
、
い
っ
た
い
い
っ
ご

ろ
か
ら
人
間
は
釣
り
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は

、

数
千
年
前
の
青
銅
器
時
代

の
木
製
の
釣
り
針
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。

日
本
で
は
縄
文
時
代
の
は
じ

め
ご
ろ

、

約
八
千
年
ほ
ど
前
の
釣
り

針
が
神
奈
川
県
の
夏
島
貝
塚
か
ら
見

つ
か
っ
て
い
ま
す

。

こ
れ
は

、

動
物

口

'1~" >
,i I -. 

ー、
）一マ一→

, — — 

＿浜 ，'-c一
) に塁ーこ

二，＇忍ェ予
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' (?_,  

/ 
、/ i 

の
骨
を
利
用
し
た
骨
製
の
釣
り
針

だ
っ
た
よ
う
で
す

。

橋
牟
礼
川
遺
跡

で
は
、
約
千
五
百
年
前
の
古
墳
時
代

の
釣
り
針
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
が

、

こ
れ
は

、

鉄
製
で
す
。

海
の
幸
は
大
切

な
タ
ン
パ
ク
源
。

釣
り
は
生
活
に
欠

か
せ
な
い
大
切
な
技
術
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
て

、

人
間
は
ど
こ

か
ら
釣
り
を
思
い
付
い
た
の
で
し
ょ

う
。

一
説
で
は
モ
ズ
が
ト
カ
ゲ
や
小

ヘ -------- ✓'-

仰
ゞ

魚
を
小
枝
に
さ
し
た
こ
と
か
ら
ヒ
ン

ト
を
得
た
の
で
は
と
の
説
も
あ
り
ま

す
。

と
こ
ろ
で

、

古
代
に
も
「
釣
っ
た

魚
に
な
ん
と
や
ら
.
.
. 
」
と
い
っ
た

太
公
望
が
い
た
と
か
い
な
い
と
か

。

こ
れ
も
歴
史
の
謎
の
一
っ
で
す

゜
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「
こ
の
紋
所
が
目
に
入
ら
ぬ
か
」
有

名
な
ド
ラ
マ
水
戸
黄
門
の
角
さ
ん
の

台
詞
で
す
。

実
は

、

こ
の
水
戸
黄
門
様

は
、
江
戸
時
代
元
禄
五
年
に
日
本
で

最
初
に
発
掘
調
査
を
し
た
人
物
で
す

゜

上
侍
塚

、

下
侍
塚
と
呼
ば
れ
る
前
方

後
円
墳
を
発
掘
し

、

古
墳
の
副
葬
品

は
再
び
元
の
場
所
に
埋
め
戻
さ
れ
た

こ
と
が
『
那
須
記
』
と
い
う
古
文
書
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
代
で
は

、

全
国

で
年
間
約
一
万
件
の
発
掘
調
査
が
行

な
わ
れ
て
い
ま
す

。

古
墳
の
調
査
も

あ
り
ま
す
が

、

盗
掘
を
受
け
て
い
て

貴
重
な
文
化
財
が
盗
ま
れ
て
い
る
場

合
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん

。

調
査
の

後
、

元
の
場
所
に
出
土
品
を
戻
し
た

黄
門
様
は
や
は
り
た
だ
者
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
す

゜

——24-



時遊館COCCOはしむれ お報せ版 第 4 号 平成 8 年 1 1 月 1 日 発行 指宿市教育委員会 社会教育課

時
遊
館
C
O
C
C
O

は
し
む
れ
の

第
二
展
示
室
人
気
コ
ー
ナ
ー
の
一
っ
、
縄

常
設
展
示
が
、
平
成

8

年
度
デ
ィ
ス

文
人
と
弥
生
人
が
現
代
の
キ
ッ
チ
ン
に
タ
イ

ム
ス
リ
ッ
プ
。
お
互
い
の
時
代
の
食
事
が
再

プ
レ
イ
デ
ザ
イ
ン
賞
の
奨
励
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
こ
の
賞
は

、

そ
の
年
の
現
さ
れ
て
い
る
。

空
間
環
境
系
デ
ザ
イ
ン
の
優
秀
な
作

一

品
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
内
装
デ
ザ

イ
ン
業
界
の
「
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
応
募
総
数
七

百
＿
二
十
二
作
品
の
中
か
ら
、
難
関
を

く
ぐ
り
、
奨
励
賞
十
作
品
の
う
ち
の

＿
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら

も
こ
の
賞
に
負
け
な
い
よ
う
な
ユ

二
—
ク
な
企
画
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
゜

t
立

1
1

^^
•D 

文イ
平
成
8

年
度
指
宿
市
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
程
と
会

場
は
次
の
と
お
り
で
す
゜

□
芸
術
文
化
作
品
展

日
時
十
一
月
九
日
、
十
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
三
十
分

会
場
指
宿
市
総
合
体
育
館

芸
能
舞
台
発
表

+
＿
月
九
日
（
生
涯
学
習

推
進
大
会
学
習
発
表
）

午
後
＿
時
三
十
分
S

十
一
月
十
日
（
芸
能
発
表
）

午
前
九
時
三
十
分
開
場

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
自
主
的

に
楽
し
く
学
べ
る
」
生
涯
学
習
時
代
。

市
民
の
皆
様
の
学
習
の
成
果
や
意
見

発
表
、
西
指
宿
中
学
校
の
皆
さ
ん
に

よ
る
器
楽
演
奏
や
木
戸
孝
先
生
の
講

演
な
ど
盛
沢
山
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
平

成
8

年
度
指
宿
市
生
涯
学
習
推
進
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
゜

日
程
と
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

□
[
｀
口

/
Q

炉

コ

コ

会
場

日
時

文
芸
大
会

＋
＿
月
七
日
短
歌
大
会

午
後
二
時
S

市
立
図
書
館

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
゜

1 1 月号

会
場

日
時

日
時

会
場

日
時

十
一
月
十
日
川
柳
大
会

午
後
二
時
S

市
体
育
館

講
演

学
習
発
表
午
後
一
時
三
十
分

S

体
験
発
表
午
後
二
時
三
十
分

S

会
場

指
宿
市
民
会
館

日
時
十
一
月
九
日
（
土
）
午
後
一
時

三
十
分
S

四
時
三
十
分

会
場

日
時 今

月
の
考
古
学
セ
ミ
ナ
ー
は
、
鹿

児
島
大
学
農
学
部
教
授
の
西
中
川
先

生
を
お
迎
え
し
て
開
催
し
ま
す
。
「
古

代
馬
、
古
代
牛
は
指
宿
に
も
い

た
？
・
！
我
が
国
の
馬
と
牛
の
ル
ー
ツ

を
探
る
」
と
題
し
、
古
代
の
牛
馬
の
謎

と
ル
ー
ツ
に
迫
り
ま
す
゜

「
池
月
伝
説
」
に
あ
る
よ
う
に
指
宿
地

方
は
名
馬
の
産
地
だ
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
？

・

入
場
は
無
料
で
す
。
こ
の
機

会
、
お
聴
き
の
が
し
な
く
！

[
 

十
一
月
九
日
午
後
3

時
か
ら

4

時
ま
で

時
遊
館
C
O
C
C
O

は
し
む

れ

1
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

講
師
木
戸
孝
先
生
（
元
鹿

児
島
県
文
化
協
会
常
任
理
事
）

演
題
「
実
り
あ
る
生
涯
を
生

き
る
た
め
に
」

地
元
指
宿
出
身

西
中
川
駿
先
生
来
指
ー

会
場

日
時

＋
＿
月
九
日
俳
句
大
会

午
後
一
時
S

市
民
会
館
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＿
食
欲
の
秋
一

a
w
玄
う
ぶ
萎
ぷ
に

輯
ど
i
`

C
O
C
C
O

は
し
む
れ
の
二
階
に

あ
る
喫
茶
す
て
っ
ぷ
あ
っ
ぷ
。
、
「
古

代
懐
石
」
と
銘
打
っ
た
一
風
か
わ
っ

た
懐
石
料
理
が
大
評
判
。

赤
米
の
お

に
ぎ
り
に
そ
ば
ク
レ
ー
プ
と
古
代
人

も
食
べ
て
い
た
日
本
古
来
の
材
料
を

現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
。
十
一
月
か
ら

は
、
こ
の
古
代
懐
石
に
加
え
「
古
代
の

実
り
」
と
い
う
新
メ
ニ
ュ
ー
も
登
場

し
ま
す
。
サ
ッ
マ
イ
モ
と
菱
の
実
を

ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
か
わ
い
ら
し
い
メ

二
ュ
ー
で
す
。
食
欲
の
秋
、
是
非
一
度

■
―
社
会
教
育
だ
よ
り

■

新
虎
り
力
が
る
声

鹿
児
島
県
詩
人
協
会
で
は
、
県
民
文
化

平
成
九
年
新
成
人
調
査
に
つ
い
て

祭
に
あ
わ
せ
て
、
詩
の
朗
読
会
、
講
演
会

市
教
育
委
員
会
で
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

等
を
実
施
い
た
し
ま
す
゜

よ
る
平
成
九
年
の
新
成
人
対
象
者
の
調
査

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ガ
キ
の
届
い
て

い
な
い
方
で
も
出
席
で
き
ま
す
の
で
、
左
日
時

記
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
会
場

一
、
成
人
式
平
成
九
年
一
月
五
日
（
日
）
朗
読

一
、
新
成
人
該
当
者

昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日
か
ら
髯
寅一＿

―
-
口
‘
、
I

昭
和
五
十
二
年
四
月
＿
日
ま
で

一
、
連
絡
先

指
宿
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

成
人
式
係
電
話
＿
一
三
ー
五
―o
o

(
C
O
C
C
O
は
し
む
れ
内
）

「
鹿
児
島
県
詩
集
第
四
集
」

の
自
作
品
の
朗
読
な
と

「
詩
人
藤
田
文
江
の
こ
と
」

村
永
美
和
子
（
県
詩
人
協
会
副
会

長
）

参
加
は
無
料
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先
二
三
ー
ニ
三
＿
一

指
宿
竹
元
病
院
内
県
詩
人
協
会

十

一
月
十
日
午
後
一
時
か
ら
四
時

C
O
C
C
O

は
し
む
れ

9

朗
読
会
の
お
知
ら
せ
9

巖
履
囮
賛
り
グ
ど
、
＞

COCCO名画鴛賓至
日付 曜

胃門

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

古
代
懐
石
·

·

·
五
百
円

古
代
の
実
り
・
・
三
百
円

実
り
の
秋
に
な
り
ま
し
た
。
古
代

で
は
栗
や
ド
ン
グ
リ
は
貴
重
な
栄
養

源
。
縄
文
時
代
で
は
、
こ
れ
ら
木
の
実

が
主
食
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
中
に
は
あ
く
抜
き
を
し
な
い
と

渋
く
て
食
べ
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
り

ま
す
が
、
水
に
さ
ら
し
た
り
土
器
で

何
度
も
煮
て
あ
く
抜
き
を
し
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
縄
文
時
代
に
急

速
に
土
器
が
発
達
し
た
理
由
の
一
っ

は
木
の
実
の
加
工
の
た
め
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
秋
の
森
で
の
ピ
ク

ニ
ッ
ク
。
危
険
は
栗
の
い
が
だ
け
で

は
な
い
よ
う
で
す
゜

ー
9

./ 

/ 

ん
／
ゾ
．
／

‘‘ 
介

A
,
 

唸

) 
ヽ
＼

十
月
一
日
よ
り
開
催
し
て
い
た
『
暮

ら
し
の
中
の
薩
摩
焼
展
』
が
十
月
三

十
一
日
に
終
了
し
ま
し
た
。
県
内
で

約
十
年
ぶ
り
の
本
格
的
な
薩
摩
焼
の

展
示
会
と
あ
っ
て
、
期
間
中
約
三
千

人
の
見
学
者
が
訪
れ
、
薩
摩
焼
に
対

す
る
関
心
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
わ

れ
ま
し
た
。
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

と
リ
サ
う
い

'—""' 
----~~/ ,,. 
ヽ 冤忍在

ん屯／ヽ

十
一
月
二
日
（
土
）
柳
田
小
学
校
開
校

百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
T
B
S

テ
レ

ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー

で
C
O
C
C
O

は
し
む

れ
の
名
誉
館
長
有
村
か
お
り
さ
ん
の
講
演

会
が
、
同
小
学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
十
一
月
十
六
日
（
土
）
に
は
、

C
O
C
C
O

は
し
む
れ
に
お
見
え
に
な
り

ま
す
゜
｀
社

言
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時遊館COCCOはしむれ お報せ版 第 5 号

市長から名誉館長の委嘱状が手渡されま し た 。

; COCCO名風習賞合

十
一
月
十
七
日
（
日

）
、T
B
S

テ

レ
ピ
の
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
と

し
て
活
躍

中
で
、

C
O
C
C
O

は
し

む
れ
の
名

誉
館
長
で
も
あ
る
有
村

か
お
り
さ
ん

が
、
名
誉
館
長
の
委
嘱

状
交
付
式
の

た
め
に
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

「
指
宿
に

は
素
晴
ら
し
い
宝
物
が
で
き
ま
し
た

。

全
国
に
誇
れ
る
施
設
だ

と

思
い
ま
す
゜

こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に

P
R

活
動
を

行
い

、

た
＜

さ
ん
の
人
に
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
有
村
さ

ん
。

東
京
都
の
か
ご
し
ま
遊
楽
館
な

ど
で
行
な
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

C
O
C
C
O

は
し
む
れ
の
ス
タ
ッ
フ

ジ
ャ
ン
パ
ー
に
名
誉
館
長
の
名
刺
を

も
っ
て

P
R

活
動
の

一
役
を
担
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
゜

十
二
月
の
C
O
C
C
O

名
画
鑑
賞
会
は

、

ハ
リ

ウ
ッ
ド
が
世
界
興
行
史

上

初
め
て
大
成
功
を
収
め
た

第

一
級
の
西
部
劇
大
作

『
幌
馬
車
』
と

、

ク
リ
ス

マ
ス
の
夜
、
人
生
に
絶
望

し
た
一
人
の
男
の
前
に

二

級
の
天
使
が
現
れ

て
．

．
．
、
人
生
の
素
晴

ら
し
さ
を
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ

ク
に
描
い
た
名
作
『
素
晴

ら
し
き
哉
、
人
生
』
で

す
。
日
時
は
次
の
と
お
り

弥
次
ケ
湯
公
営

住
宅
の
建
替
え
に

伴
う
敷
領
遺
跡
の

発
掘
調
査
が
は
じ

ま
り
ま
し
た
。
今

回
は
約

一
＿
o
o

2
m
の
調
査
で
、
来

年
3

月
末
ま
で
の

予
定
で
す
。

昨
年

実
施
し
た
確
認
調

査
で
は
平
安
時
代

の
田
ん
ぼ
の
跡
が

見
つ
か
り
ま
し
た

敷
が
、
今
回
は
畑
の

跡
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
詳
し
い
調
査

は
こ
れ
か
ら
で
す
が

、

弥
次
ヶ
湯
地
区

の
古
代
の
歴
史
が
少
し
ず
つ
明
ら
か
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
゜‘

、

で
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
゜

『
幌
馬
車
』
十
二
月
七
日
（
土
）
午

後
七
時
S

『
素
晴
ら
し
き
哉
、
人
生
』
二
十
三

日
（
土
）
午
後
三
時
S

平成 8 年 1 2 月 1 日 発行

□筐w。言,~fJ~~量二え三》

一指
宿
市
成
人
式
の
お
知
ら
せ

一
―

市
で
は

、

新
成
人
に
成
人
と
し
て
の
責

任
と
自
覚
を
う
な
が
し
、
住
み
良
い
指
宿

市
づ
く

り
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
た

め
、

次
の
日
程
で
成
人
式
を
実
施
い
た
し

ま
す
゜

日
時
一
月
五
日
（
日
）

会
場
指
宿
市
民
会
館

日
程
受
付
十
三
時

ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
十
三
時
四
十
分

式
典
十
四
時
三
十
分

該
当
者
昭
和
五
十
一
年
四
月

一
＿
日5

昭
和

五
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
も
、
当

日
会
場
で
受
付
い
た
し
ま
す
。
な
お

、

新
成
人
を
励
ま
す
た
め
に
多
く

の
市
民
の

皆
様
や
ご
家
族
の
方
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。
申
し
込
み
の
詳
細
に
つ
い
て
は
市

社
会
教
育
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ

い
（
電
話
二
三
ー
五
二

o
o
C
O
C

C
O

は
し
む
れ
内
）

指宿市教育委員会 社会教育課

指
宿
市
考
古
博
物
館

「
時
遊
館
C
O
C
C

O

は
し
む

れ
」
お
報
せ
版

敷領遺跡の発掘調査風景

どんな発見があるでしょうか

会
場

演
題

日
時

]
 

講
師
は
、
南
九
州
縄
文
文
化
研
究

会
で
第
二
十
回
藤
森
栄
ー
賞
（
考
古

学
会
の
直
木
賞
と
言
わ
れ
る
）
受
賞

の
新
東
晃
一
先
生
（
県
立
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー

課
長
補
佐
）
。
こ
の
機
会

お
聴
き
の
が
し
な
く
！

十
二
月
七
日
（
土
）
午
後
三
時

か
ら
四
時
ま
で
（
入
場
無
料
）

C
O
C
C
O

は
し
む
れ

「
花
開
く
南
九
州
の
縄
文
文
化
」

ア
）

ヽ
ー

l
J

今
月
の
考
古
学
セ
ミ
ナ
ー
は
、
南

九
州
縄
文
文
化
の
謎
に
挑
み
ま
す
ー
・

今
、
縄
文
先
進
地
と
し
て
全
国
的
に

熱
い
注
目
を
浴
び
て
い
る
鹿
児
島
。

定
説
を
覆
す
新
た
な
る
発
見
が
相
次

ぐ
中

、

「
も
う

―
つ
の
縄
文
文
化
」
が

日
本
列
島
を
北
上
し
た
可
能
性

が
・

・

・

は
る
か
太
古
の
鹿
児
島
で

い
っ
た
い
何
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か
。

縄
文
の
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ポ
ン
ペ
イ
遺
跡
は
、
ナ
ポ
リ
市
の
南
、
約
三
十
k
m

に
あ
る
ロ
ー
マ
時
代
の
古
代
都

市
遺
跡
で
す
。
西
暦
七
十
九
年
八
月
二
十
四
日
（
日
本
で
は
ち
ょ
う
ど
弥
生
時
代
）
の

ベ
ズ
ビ
オ
火
山
の
大
噴
火
で
、
高
い
城
壁
に
囲
ま
れ
た
約
二
十
万
坪
の
街
が
、

＿
瞬
に

し
て
軽
石
と
火
砕
流
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
大
惨
事
は
、
当
時
ま
だ

十
七
歳
だ
っ
た
青
年
の

二
通
の
手
紙
に
よ
っ
て
後
世
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
発
掘
調
査

は
、
一
七
四
八
年
（
日
本
で
は
江
戸
時
代
）
に
は
じ
ま
り
、
現
在
も

一
部
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
。
厚
い
火
山
灰
の
下
か
ら
は
、
神
殿
や
大
劇
場
、
音
楽
堂
、
闘
技
場
、
中
央
浴

場
選
挙
投
票
場
、
市
民
広
場
な
ど
の
公
共
施
設
の
他
、
パ
ン
屋
や
酒
屋
な
ど
の
商
店
、

個
人
の
邸
宅
な
と
古
代
都
市
が
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
現
れ
た
の
で
す
゜

大
正
時
代
以
来
、
橋
牟
礼
川
遺
跡
は
『
日
本
の
ポ
ン
ペ
イ
』
と
呼
ば
れ
て

き
ま
し
た
が
、
果
た
し
て
『
ポ
ン
ペ
イ
』
と
は
ど
ん
な
遺
跡
な
の
で
し
ょ
う
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
今
月
と
来
月
の
二
回
に
わ
た
り
、
本
場
イ
タ
リ
ア
の

ポ
ン
ペ
イ
遺
跡
を
紹
介
し
ま
す
゜

上
・
・
ポ
ン
ペ
イ
を
訪
れ
る
観
光
客

下
・
・
ポ
ン
ペ
イ
全
景
。
手
前
に
円
形

闘
技
場
が
見
え
る

遺
跡
か
ら
は
よ
＜
イ
ノ
シ
シ
の
骨
が

見
つ
か
り
ま
す
。
マ
ン
ガ
の
よ
う
に
「
仲

良
く
添
い
寝
」
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
で

し
ょ
う
が
古
代
人
に
と
っ
て
イ
ノ
シ
シ
は

貴
重
な
食
糧
源
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
ま

た
、
プ
タ
は
イ
ノ
シ
シ
が
家
畜
化
さ
れ
て

う
ま
れ
た
動
物
で
す
が
、
い
っ
か
ら
イ
ノ

シ
シ
の
家
畜
化
が
は
じ
ま
っ
た
の
か
‘

＿

説
に
は
弥
生
時
代
で
は
と
の

見
解
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ

は
っ
き
り
と
は
分
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。
人
間
が
最
初
に
家

畜
に
し
た
動
物
は
イ
ヌ
で
し

た
。
イ
ヌ
の
家
畜
化
に
成
功

し
た
人
類
は
、
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
し
て
イ
ノ
シ
シ
や

牛
、
馬
、
ニ
ワ
ト
リ
な
と
の

家
畜
化
に
も
挑
ん
で
い
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
゜

ゆ＆

三攣応
十
二
月
八
日
（
日
）
S

十
二
月
十
五

日
（
日
）
ま
で
（
但
し
月
曜
日
を
除
く
）

「
い
で
ゆ
会
」
の
作
品
発
表
展
が
、
C
O

c
C
O

は
し
む
れ
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
今

回
は
こ
れ
ま
で
の
各
種
の
公
募
展
で
入

選
、
入
賞
し
た
大
作
を
中
心
に
会
員
二
十

二
名
の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
内
容

は
、
油
絵

、

彫
刻
、
陶
芸
、
水
彩
画
な
と

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
美
術
展
で
見
応

え
十
分
ー
・
入
場
は
無
料
で
す
。
市
民
の
皆

様
の
お
越
し
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す

0

{
}
凡□

美
術
グ
ル
ー
プ

「
い
で
ゆ
会
」
作
品
発
表
展

県
で
は
、
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

の

一
週
間
を
「
同
和
問
題
啓
発
強
調
週

間
」
と
定
め
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
同
和
問
題
と
は
、
封

建
時
代
の
身
分
制
度
に
基
づ
く
差
別
政
策

の
影
響
が
今
日
も
な
お
生
き
続
け
「
同
和

地
区
に
生
れ
育
っ
た
」
と
い
う
理
由
だ
け

で
基
本
的
人
権
が
著
し
く
侵
害
さ
れ
て
い

る
と
い
う
重
大
な
社
会
問
題
で
す
。
こ
れ

ま
で
の
努
力
に
よ
り
改
善
さ
れ
た
面
も
あ

り
ま
す
が
、
心
理
的
差
別
の
解
消
に
は
ま

だ
ま
だ
不
十
分
な
面
が
い
っ
ぱ
い
で
す
゜

お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
同
和
問
題
を

正
し
く
理
解
・
認
識
し
、
み
ん
な
の
力
で

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
く
よ
う
努

カ
し
た
い
も
の
で
す
。

. C
O
C
C
O

は
し
む
れ
は
年
末
年
始

も
開
館
し
ま
す
。
ご
家
族
連
れ
で
、
お
友

達
と
ご
い
っ
し
ょ
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

十
二
月
二
十
八
日
5

一
月
五
日
「

ロ
午
前
九
時S午
後
五
時
ま
でt

但
し
、
十
二
月
三
十
日
（
月
）
は
、
休

館
い
た
し
ま
す
゜

同
和
問
題
に
正
し
い
理
解
と
認
識
を
1
.
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ポンペ イ市民の暮らしぷり 映画『ポンペ イ最後の日 』 よ り
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し
ヽ

ー

に
ぶ
i
ー

` 

公

古tflJ-マ
ポンベ？イ理袈の

匿It
程かれたのか

古
代
ロ
ー
マ
に
栄
え
た
都
市
ポ

ン

ペ
イ
。

突
然
の
火
山
噴
火
は
、

高
度
に
発
達
し
た
こ
の
文
明
都
市

を
＿
瞬
に
し
て
埋
め
尽
く

し
て
し

ま
い
ま
し
た

。

ポ
ン

ペ
イ
と
は

い
っ
た
い
と
ん
な
都
市
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。

そ
の
日
、
人
々
は

逃
げ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。

今
回

、

古
代
ロ
ー
マ
史
の

第
＿
人
者
、
同
志
社
大
学
名
誉
教

授
で
、
ポ
ン
ペ
イ
学
術
隅
査
隊
員

の
浅
香
正
先
生
を
迎
え
、
『

ベ
ス

ビ
ウ
ス
火
山
と
ポ
ン

ペ
イ
』
と
題

し
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
゜

日
時
＿
月
十
九
日
（
日
）

会
場
＿
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

研
究
発
表
午
後
一
時
か
ら

特
別
講
演
会
午
後
三
時
三
十
分

＇
ー
か
ら

聴
講
料
八
百
円

昭
和
二
十

四
年
＿
月
ニ

十
六
日

、

法
隆

寺
金
堂
が
火

事
で
消
失
す

る
事
件
が
あ

り
ま
し
た
。
こ

れ
を
き
っ
か

け
に
、
貴
重
な

文
化
財
を
災

害
か
ら
守
ろ

う
と
始
ま
つ

た
活
動
が
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
で
す
゜

指
宿
市
で
も
、
同
日
、
橋
牟
礼
川
遺
跡
公

園
で

、

防
火
訓
練
を
実
施
す
る
予
定
で

す
。

市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
゜

つ〇如泣扉至豆~
一月二十六日は
文化財防火デー

指
宿
市
で
は

、

次
の
日
程
で
成
人
式
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

申
し
込
み
を
さ
れ
て

い
な
い
方
で
も
当
日
会
場
で
受
付
い
た
し

ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
た

＜

さ
ん
の
新
成
人
の
皆
さ
ん

、

そ
し
て
新

成
人
を
励
ま
す
た
め
に
市
民
の
皆
様
や
ご

家
族
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
該
当
者
は

、

昭
和
五
十
一
年
四
月
ニ

日
5

昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
す
゜

..也」.. 

コ

コ

社
会
教
育
だ
よ
り

一
日
時
一
月
五
日
（
日
）

午
後
一
時
受
付

午
後
一
時
四
十
分
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

午
後
二
時
三
十
分
式
典

会
場
指
宿
市
民
会
館

お
問
い
合
わ
せ
先

C
O
C
C
O

は
し
む
れ
内
社
会
教
育
課

（
電
話
二
三
ー
五
一
＿o
o
)

, 十
一
月
か
ら
始
ま
っ
た
敷
領

遺
跡
の
調
査
も
一
ヶ
月
が
た
ち

ま
し
た
。
平
安
時
代
の
畑
の

他
、
古
墳
時
代
の
竪
穴
式
住
居

や
掘
立
柱
の
建
物
跡
な
ど
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す

。

ま
た

、

約

二
千
年
前
の
弥
生
土
器
も
発
見

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

、

弥

次
ヶ
湯
付
近
に
は
、
少
な
く

と

も
こ
の
こ
ろ
か
ら
人
が
住
ん
で

い
た
よ
う
で
す

゜

平
成
八
年
度
市
青
少
年
健
全
育
成
事
業

が
十
二
月
八
日
モ
デ
ル
地
区
の
魚
見
校
区

で
開
か
れ
ま
し
た
。
小
学
生
五
十
六
名

、

中
学
生
三
十
八
名

、

大
人
三
十
六
名
は
冬

の
魚
見
岳
に
挑
戦
し
、
約
七
k
m

を
完
歩

し
ま
し
た

。

頂
上
で
は

、

魚
見
岳
の
天
狗

に
ま
つ
わ
る
お
話
や
開
間
岳
の
お
話
を
校

区
老
人
会
中
村
会
長
さ
ん
か
ら
間
き
、
気

持
ち
の
よ
い
汗
を
ふ
き
な
が
ら
の
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
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一

命
を
か
け
た
戦
い

一

円
形
闘
技
場
で
行
な
わ
れ
た
剣
闘
土

た
ち
の
命
を
か
け
た
勝
負
は
、
ポ
ン
ペ
イ

市
民
の
最
高
の
娯
楽
で
闘
技
場
に
は
約
二

万
人
の
観
客
が
押
し
掛
け
ま
し
た

。

闘
い

に
敗
れ
た
剣
闘
土
の
命
を
救
う
か
ど
う
か

は
観
客
の
意
志
に
任
か
さ
れ
て
い
て
、
人

気
の
あ
る
剣
闘
土
は
負
け
て
も
大
抵
は
死

な
ず
に
済
み
ま
し
た
。
闘
技
場
で
は
剣
闘

士
同
志
の
対
決
の
他

、
人
間
対
猛
獣
、
猛

獣
対
家
畜
と
い
っ
た
興
行
も
行
な
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
]
妬

5臼“
m
"
“

＼
ー
、
J

ィ

5
靡
硲
‘
た5
.

令
中
‘
)
ペ

剣闘士の戦いを描いたレリーフ

日
本
の
国
技
「
相
撲
（
す
も
う
）
」
。
い

つ
ご
ろ
か
ら
相
撲
が
行
な
わ
れ
て
い
た
の

か
は
っ
き
り
と
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
力
士

の
姿
を
し
た
埴
輪
や
須
恵
器
の
飾
り
に
相

撲
を
と
っ
て
い
る
人
形
を
つ
け
た
も
の
な

と
が
あ
る
た
め
、
5

世
紀
か
ら
6

世
紀
ご

ろ
に
は
す
で
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
記
録
に
残
っ
て
い
る
も
の
で
は
、

西
暦
六
四
二
年
、
外
国
か
ら
き
た
使
者
を

相
撲
を
と
っ
て
見
せ
て
も
て
な
し
た
と

「
日
本
書
記
」
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
西
暦
六
八

二
年
に
は
、
宮
廷
の
庭

で
、
大
隅
の
隼
人
と
薩
摩
の
隼
人
が
相
撲

を
と
っ
て

、

大
隅
の
隼
人
が
勝
っ
た
と
の

記
録
も
残
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
相
撲

は
豊
作
や
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て
神
様
に
捧

げ
る
行
事
と
し
て
始
ま
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
平
安
時
代
に
は
、
七
夕
祭
り
の

行
事
の
＿
つ
と
し
て
天
皇
の
前
で
行
な
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
見
て
楽
し
む
大
相
撲
に

な
っ
た
の
は
江
戸
時
代
か
ら
で
す
。
さ

て
、
大
隅
の
隼
人
と
薩
摩
の
隼
人
の
大
一

番
、
勝
っ
た
の
は
大
隅
の
隼
人
で
し
た

が
、
そ
の
時
の
決
り
手
は
い
っ
た
い
何

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

すもう

皆さまのご来館を心よりお待ちしております゜
ヽ1/ 

十 四 ニ一元
+ 日 日日日
九

日

日 分演リミ~文 ---, 円四＾入後 映 映映映
^ ゥ特か奏ネニ無化ァ考-百{場三映画 画画画
聴 ス別 ら会ツコ料 L- ジ古 円五料時画,A云 A = 会 A＝ム云
講 火講 しトン.__... 午ァ学 、 百金 か -,遊 -, -, 

料 山演＾午‘サ 後にセ 小円がでらは、:自び紐示--, ガモ
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火砕流に埋もれた人の石膏型

特
別
講
演
会
の
よ
う
す

一
月
十
九
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
フ
ォ
—
ラ
ム
「
火
山
災
害
と
人
類
」
に

約
六
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
午
後
＝
一
時
三
十
分
か
ら
始
ま
っ
た
特
別
講

演
会
で
は
、
浅
香
正
先
生
（
同
志
社
大
学
名
誉
教
授
、
古
代
学
研
究
所
教
授
、
ポ

ン
ペ
イ
学
術
調
査
隊
員
）
が
ロ
ー
マ
時
代
の
古
代
都
市
ポ
ン

ペ
イ
に
つ
い
て
、

約
百
枚
の
ス
ラ
イ
ド
を
紹
介
し
な
が
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
の
一
人
、

鮎
川
哲
さ
ん
（
加
世
田
市
在
住
、
公

務
員
）
は
「
二
千
年
も
前
に
、
劇
場
や

闘
技
場
、
公
衆
浴
場
ま
で
あ
っ
た
こ

と
に
驚
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
町

を
一
瞬
に
し
て
埋
め
た
火
山
噴
火
の

恐
ろ
し
さ
も
感
じ
ま
し
た
。

」
と
感
想

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

/ 

指
宿
市
考
古
博
物
館
「
時
遊
館
C
O
C
C
O

は
し
む
れ
」
お
報
せ
版

コ

コ

I I ; :: ;II~ ... 一
月
十
＿
日
、
C
O
C
C
O

は
し
む

れ
＿
階
ロ
ピ
ー
で
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
と
尺

八
演
奏
、
テ
ノ
ー
ル
独
唱
に
よ
る
ミ
ニ
コ

ン
サ
—
卜
が
開
か
れ
ま
し
た
。
約
百

――-+

人
が
詰
め
か
け
た
中
、
美
し
い
メ

□

デ
ィ
ー
が
館
内
に
こ
だ
ま
し
、
新
春
の
ひ

と
と
き
を
彩
り
ま
し
た
。二

月
の
C
O
C
c

0

名
画
鑑
賞
会
は
下

記
の
と
お
り
で
す
。
当

日
は
午
後
九
時
ま
で

夜
間
開
館
し
て
い
ま

す
。
た
＜
さ
ん
の
皆
様

の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
な
お
、

映
画
鑑
賞
に
は
常
設

展
示
入
場
料
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
（
大
人

五
百
円
、
大

・

高
校
生

四
百
円
、
小

・

中
学
生

三
百
円
）

／
／
ク
ー
4
ィ
ー

j

ク
ソ
サ
ー
ヒ
開
催

二

制
叫
(/) 

彫
炉
亡

ニずへ支笙乙齊人口

昨
年
八
月
か
ら

始
ま
っ
た
考
古
学

セ
ミ
ナ
ー
も
今
回

で
い
よ
い
よ
最
終

回
を
迎
え
ま
す
゜

こ
れ
ま
で
六
回
の

講
座
で
の
べ
四
百

人
を
超
え
る
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

平
成
八
年
度
を
し

め
く
く
る
セ
ミ

ナ
—
の
テ
ー
マ
は

「
人
骨
」。
古
代
か

ら
現
代
ま
で
骨
に

は
人
間
の
進
化
の

歴
史
が
刻
ま
れ
て

日
い
る
の
で
す
。
わ
た
し
た
ち
日
本
人
の

骨
に
は
と
ん
な
謎
が
秘
め
ら
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
聴
講
は
無
料
で
す
。
た

＜
さ
ん
の
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
゜

甘
二
月
八
日
（
土
）

午
後
三
時
か
ら
四
時

面
繭
]
小
片
丘
彦
先
生
（
鹿
児

島
大
学
歯
学
部
教
授
）

「
骨
の
秘
密
教
え
ま
す
゜

骨
が
語
る
日
本
人
」

-
_
1ー
仕
．

ナ
―
ー
乃
所
リ
ー
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冬
は
狩
り
の
季
節
。
縄
文
人
は
イ
ヌ
を
パ
ー
ト
ナ
ー
に
鹿
や
イ

ノ
シ
シ
な
ど
を
捕
ま
え
て
い
ま
し
た
。
古
代
の
イ
ヌ
は
、
い
ま
の
柴

犬
に
似
て
い
て
、
柴
犬
よ
り
も
少
し
小
さ
か
っ
た
よ
う
で
す
。
川
内

市
の
麦
之
浦
貝
塚
か
ら
は

、
月
の
輪
グ
マ
や
サ
ル
の
骨
が
見
つ

か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
動
物
も
食
糧
に
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
縄
文
人
は
ど
う
や
っ
て
ク
マ
を
捕
ま
え
て

の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
失
敗
し
た
ら
．

COCCOまんが道場

勺も註 -tJ' ら．．．．』
ヽ / '

¥I 

A
 

I II 

~~ 
一
市
民
の
皆
様
へ

一
_ 

臼
□ロ
エ
瓢C
]

0
c
c
O

は
し
む
れ
も
オ
ー
プ
ン
し
、
た
い
ヘ

ん
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
指

宿
に
は
、
他
に
も
た
＜
さ
ん
の
遺
跡
が
あ
り
ま

す
。
皆
様
に
私
た
ち
の
仲
間
の
村
（
遺
跡
）
の

こ
と
も
知
っ
て
い
た
け
れ
ば
と
紙
面
を
お
か
り

し
た
次
第
で
す
。
今
回
は
今
和
泉
校
区
の
遺
跡

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
指
宿
で
も
一

y
 番占
い
小
牧
遺
跡
が
あ
り
ま
す
。
県
内
で
も
有

名
な
遺
跡
で
、
約
一
万

―
―
千
年
前
の
村
が
あ
り
一

ま
し
た
。
ま
た
、
宮
之
前
遺
跡
、
尾
長
谷
迫
遺
一

跡
（
お
ば
せ
ざ
こ
い
せ
き
）
に
は
、
弥
生
時
代

の
終
わ
り
か
ら
古
墳
時
代
頃
の
村
が
あ
り
ま
し
一

た
。
こ
こ
の
人
た
ち
と
は
ち
ょ
く
ち
ょ
く
顔
を

i

合
わ
せ
た
の
で
、
狩
り
の
こ
と
や
米
や
あ
わ
な

｛
ど
の
出
来
具
合
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
話
を
し
た
も

i

,

 

の
で
す
。
尾
長
谷
迫
遺
跡
に
は
腕
の
い
い
鍛
冶

一
職
人
が
い
た
の
で
、
鉄
の
道
具
の
作
り
方
な
ど

一i

も
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
実
は
ま
だ
皆
さ
ん

i

が
知
ら
な
い
村
も
あ
り
ま
す
。
中
に
は
私
の
親

戚
の
い
た
村
も
あ
る
よ
う
で
す
。
ま
だ
ま
だ
、

お
話
し
た
い
こ
と
も
あ
る
の
で
す
が
、
ま
た
次

同
に
筆
を
譲
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は

ご
き
げ
ん
よ
う
。

は
し
む
れ
村

十
代
か
ら
の
手
紐

がんばってます；子誤会］
～子供会実践研究会のお知らせ～

0温湯子ども会（北中校区）

3 月 9 日（日）温湯公民館

0中小路子ども会（南中校区）

2 月下旬 中小路公民館

0麓下子ども会（西中校区）

3 月 20 日（木）今和泉校区公民館

子ども会や地区 PTA の活動について、もっ

と知りたい方、充実させたいと思っていらっ

しゃる方、ぜひこの機会をお見逃しなく！！

三地区とも公開発表は午後からです。

作
品
募
集
の
お
知
ら
せ

C
O
C
C
O

は
し
む
れ

で
は
、
古
代
や
歴
史
を
題

材
に
し
た
薩
摩
狂
句
や
川

柳
を
募
集
し
て
い
ま
す
゜

お
葉
書
で
ご
応
募
く
だ
さ

ぃ
。
作
品
は
、
一
人
3

点

ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
作
品
は
、
C
O
C

C
O

だ
よ
り
に
て
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
゜

宛
て
先
・
お
問
い
合
わ
せ

市
内
十
二
町
二
二
九
〇

C
O
C
C
O

は
し
む
れ

文
化
係

電
話
二
三
五
―

o
o

ー厄
二
月
の
休
館
日

三
日
（
月
）
、
＋
日
（
月
）

十
七
日
（
月
）
、
二
十
四

日
（
月
）
、
二
十
六
日
（
水
）

詳
し
く
は
、
当
館
ま
で
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

電
話
二
＝
―
ー
五
＿o
o
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時遊館 COCCO はしむれ お報せ版 第 8 号 平成 9 年 2 月 28 日 発行 指宿市教育委員会 社会教育課

発
掘
調
査
の
進
む
敷

領
遺
跡
（
弥
次
ケ
湯
地

区
）
か
ら
、
奈
良
S

平

安
時
代
ご
ろ
の
建
物
跡

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

一
辺
が
5
m

の
高
床
倉

庫
は
、
県
内
で
最
も
大

き
く

、
稲
な
ど
の
作
物

を
保
管
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す

。

加

え
て
、
掘
立
柱
の
建
物

が
4

棟
見
つ
か
り
、
須

恵
器
（
す
え
き
）
と
呼

ば
れ
る
当
時
の
器
も
多
数
出
土
し

た
こ
と
か
ら
、
古
代
の
役
所
の
よ

う
な
施
設
が
あ
っ
た
可
能
性
が
高

ま
つ
て
き
ま
し
た

。

発
掘
調
査
は

3

月

末
ま
で
行
な
わ
れ
ま
す
゜

白
い
線
で
四
角
に
囲
ま
れ
た
と
こ

ろ
が
建
物
跡
。

丸
＜
囲
ん
で
あ
る

の
は

、

杭
や
柱
の
跡
。

奈良・平安時代の建物群発見

3月号

コ

コ

COCCO名鵬芦
3

月
の
C
O
C
c

0

名
画
鑑
賞
会
は
、

下
記
の
と
お
り
で

す
。
当
日
は
夜
間
開

館
し
て
い
ま
す
。

皆

様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
映
画
鑑
賞
に
は

常
設
展
示
入
場
料
が

必
要
で
す
。
（
大
人5

o
0

円
、
大
・
高
校

生
4
0
0

円
、
小

・

中
学
生
3
0
0

円
）

ベネチア国際映画祭

最優秀女優賞受賞

3

月
7

日
S
9

日
の
3

日
間
2

階
特
別
展
示
室
で
フ
ラ
ワ
—
デ
ザ

イ
ン
ス
ク
ー
ル
「
ア
ト
リ
エ

B
L

0
0
 
M

」
の
生
徒
作
品
発
表
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

色
と
り
ど
り
の

花
々
に
よ
る
美
の
競
演
。

C
O
C

C
O

は
し
む
れ
で
一
足
早
い
春
を

満
喫
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

入
場
は

無
料
で
す
。

皆
様
の
お
越
し
を
お

3

月
8

日
（
土
）
午
後
7

時
S

古
代
懐
石
が
評
判
の
カ
フ
ェ
す

て
っ
ぷ
あ
っ
ぷ
の
メ

ニ
ュ
ー
に
新

た
に

「
古
代
餅
」
が
加
わ
り
ま
し

た
。

香
ば
し
い
赤
米
入
り
の
お
餅

に
す
っ
き
り
し
た
甘
さ
の
黒
蜜
の

た
れ
。

一
度
食
べ
た
ら
忘
れ
ら
れ

な
い
味
で
す
。

ぜ
ひ
ご
賞
味
あ
れ
。

ま
た

6
5オ
以
上
の
方
に
は
、
コ
ー

ヒ
—
の
タ
イ
ム
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り

ま
す
。

午
前
1
0時
か
ら
1
1時
ま
で

と
午
後
3

時
か
ら
5

時
ま
で
は
、

1

杯
百
円
で
す
。

う
ら
ら
か
な
春

の
ひ
と
と
き

、

す
て
っ
ぷ
あ
っ
ぷ

で
お
く

つ
ろ
ぎ
く
だ
さ
い

。
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春
の
足
音
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
な

今
日
こ
の
頃
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

今
月
は
池
田
校
区
の
遺
跡
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
池
田
校
区
と
い
え

ば
、
ま
ず
思
い
浮
か
ふ
の
が
池
田
湖

で
す
。
今
で
も
た
＜
さ
ん
の
人
々
が

訪
れ
る
名
所
で
す
が
、
私
た
ち
も
家

族
で
よ
＜
釣
り
や
遊
び
に
行
っ
た
も

の
で
す
。
縄
文
時
代
の
中
頃
、
お
よ
そ

5
5
0
0

年
前
に
大
き
な
噴
火
が

あ
っ
て
、
そ
の
後
湖
に
な

っ
た
と
、
は

し
む
れ
村
の
言
い
伝
え
に
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
時
、
大
き
な
地
震
も
起
き

た
そ
う
で
す
。
こ
の
噴
火
で
た
＜
さ

ん
の
村
が
埋
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
が
、
定
か
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

さ
て
、
池
田
湖
の
ほ
と
り
に
も
弥

生
時
代
か
ら
古
墳
時
代
の
小
さ
な
村

が
あ
り
ま
し
た
。
今
は
「
仮
屋
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
あ
た
り
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
村
の
人
た
ち
と
池
田
湖
で
一
緒

に
過
ご
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
だ
そ
の
村
は
見
つ
か
っ
て
い
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
も
し
、
見
つ
か
っ

た
時
に
は
、
よ
く
調
べ
て
下
さ
い
。
わ

た
し
が
貸
し
た
ま
ま
の
釣
り
針
が
あ

る
は
ず
で
す
゜

池
田
湖
だ
け
は
、
古
代
の
姿
そ
の

ま
ま
で
す
。
い

つ
ま
で
も
美

し
い
憩
い
の

場
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
心

か
ら
祈
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ

で
は
、
ま
た
、

ご
き
げ
ん
よ

゜

ぶ
ノ

C
O
C
C
O

は
し
む
れ
で
は
、
受

付
と
館
内
の
案
内
業
務
に
携
わ
っ
て

い
た
だ
く
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
テ
ィ

—

チ
ャ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
昭
和

4
1年
4

月
ー
日

S

昭
和
5
3年
3

月

3
1日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
指

宿
市
内
在
住
の
健
康
な
女
性
の
ご

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
申

し
込
み
は
3

月

1
5日
ま
で
、
必
着

で
す
。
詳
し
く
は
当
館
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。電

話
2
3

ー

5
1
o
o

古
代
か
ら
り
手
紙
そ
の

3

日
（
月
）
1
0日
（
月
）
1
7日
（
月
）

2
4日
（
月
）
2
6日
（
水
）
3
1日
（
月
）

詳
し
く
は
当
館
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ

ぃ
。
電
話
2
3
|
5
1
o
o

古
代
こ
ぼ
れ
話
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(13) 図録・ミュージアムグッズの頒布

考古博物館の 2 階のカフェすてっぷあっぷでは，ミュージアムグッズの販売が行われている。こ

れは，博物館への来館の記念とする物品の販売を行い，かつ，博物館の持つイメージとして，固い

イメージを払拭し，博物館の付加価値を高めることにある。

時遊館COCCOはしむれでオリジナルに開発・販売している物品

・オリジナルテレホンカード

・オリジナルレターセット

. 1 筆便箋

・オリジナルキーホルダー (2 種）

これらのグッズについては，カフェすてっぷあっぷに販売委託をしている。その他，カフェすてっぷ

あっぷでは，地域の特色のある薩摩焼，博物館関係図書，地域関係図書などの販売も行っている。

(14) カフェの委託

〈カフェすてっぷあっぷ〉

考古博物館の 2 階には，博物館のオリジナルグッズの販売と軽食が行えるカフェ「すてっぷあっ

ぷ」がある。これは，指宿市内の女性グループが指宿市から床借りし，グループ活動の一環として

運営している。平成 6 年に結成した「すてっぷあっぷ」の女性活動自主グループは，自己を見つめ

直すことで自己認識をし，これからの個人の生活の中で自己啓発を行いながら，生活する社会を市

民代表として少しでも理想的なものに変えてい＜ことを主旨として，博物館の 2 階のカフェ

をグループ活動の窓口として，以下の活動を具体的に実践している。

・行政で出来ない部分を民間として補強。

・グループ会員の自己反省に基づく自己改良と向上。

・カフェを「出会いの場」・「憩いの場」として位置づけ，指宿市民を代表として市内，市外，

県外を問わず来館した方々と接する。

この具体的な活動をカフェで行う中で，カフェは自然と指宿市内の年輩の方々や女性の憩いの場

所として，またサロンとして多くの方々から利用されており，そこで展開する会話はグループ「す

てっぷあっぷ」が他地域のグループとの連帯やネットワークの強化をはかってい＜もので，鹿児島

県下における女性活動の発展に寄与していると同時に，現代社会問題の一つに挙げられる女性問題

の中の「女性社会活動参加」に大きく貢献しているようである。

このことは，指宿市もしくは指宿郡 1 市 4 町の市民レベルから行政側に「村おこし」・「生活改善」・

「社会福祉充実」等の部分で働きかけるきっかけとなり，行政とタイアップすることでより一層生

活空間が理想的に変わってい＜ことにもつながる。指宿市考古博物館の 2 階にグループ活動の一環

として運営しているカフェであるが，決して営利目的のものではなく，グループ会員の共通認識を

踏まえた上での，個人個人の問題意識の延長線で自己啓発と，グループの主旨に則った理想追求の

活動の一環として実践している。

このような立場を固持している民間側と指宿市考古博物館の行政側と連動しタイアップしながら

博物館の運営を行い，来館者（観光客・自己啓発や自己向上を目的としている人々）と接している

地方公共団体は少ない。この場所では，行政側から提供する「生涯学習の場」では起こりにくい，

自然発生的に芽生えた「生涯学習への意欲」が感じられる。この様相は，情報発信基地として誕生

した指宿市考古博物館時遊館COCCOはしむれの達成すべき目標の姿でもあり，博物館が開館し

てから 1 年間の成果のひとっでもある。
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ミュージアムグッズ

カフェすてっぷあっぷ風景

カフェすてっぷあっぷ風景
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(16) 博物館広報・ホームページ管理

博物館の内容について，情報発信する手段として，インターネットによるホームページを掲載し

て広く開放している。ホームページは， 34ページで，その他関連のサイトへのリンクも行っている。

また，外国からのアクセスを考慮し，英文も表記している。内容については，博物館の概要と常

設展示の内容について解説している。

鴻j必土

"'"'' 

指術市考古博物館

時滸館CO CCOはしむれ
字』,,.示 9

ぷ...

"'"" ,) ,ｷc,1,L/IIIJ 001k ぷ""は,.礼"''·"'"'出 tm,, ,, ｷ 膚""""'"''.. 町訊9だ＂，＜ゃさし ,. ,,,,,, ,,,,, ,.,、 '"'碑'""'''ば、""'''·"拿~··叫tに"れさ●恥，：
Tぶ

"''"'''''"' 
1 nｷ,rn,i, しい I●,,,.., 

如ょ,, ゞ'""""· い

ヽ
ゞ
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一
URL; http://www.minc.or.jp/cocco 

メール； cocco@po. mine. or. jp 
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• 後援・協賛事業の部

(17) シルバー美術展

指宿市においては，生涯学習における高齢者学習の創作活動の一般公開の場として，また，芸術

文化の振興に寄与することを目的として平成 2 年度から開催しており，今年度で第 7 回目をむかえ

る。平成 8 年度からは指宿市考古博物館の特別展示室・講堂・ロビーを用いて展示することとなった。

a. 日 時平成 8 年 8 月 4 日（日） ~15 日（日）

b. 主 催 指宿市・指宿市教育委員会・指宿市文化協会

C. 出展作品数

d. 出展者数

e. 最高齢者

f. 平均年齢

g. 年齢別構成

h. 出展作品種別

253点（市内28点・市外225点）

185名（市内18名・市外167名）

89歳満山直之輔氏（喜入）

70歳

60歳代 96名

70歳代 74名

80歳代 15名

洋画 153点

水彩画 7 点

日本画 57点

ちぎり絵 30点

版 画 5 点

七 宝 1 』占‘‘‘ 
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• 発掘調査の部

(22) 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡等範囲確認調査

国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡は，大正13年に指定を受け ， 平成 8 年に追加指定を受けた。本確認

調査は ， 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡の範囲を確認すると同時に ， 各時代の集落構造について把握

するために，平成 4 年度から継続的に実施されている発掘調査である。

a. 調査期間 平成 8 年 8 月 27 日～平成 8 年 3 月 31 日

b. 調査遺跡 国指定史跡指宿橋牟礼川遺跡他

C. 調査面積 47m 

(23) 敷領遺跡の発掘調査（市・県営住宅建設に伴う発掘調査）

敷領遺跡の発掘調査は，県営・市営住宅の老朽化にともなう建て替え工事に伴う発掘調査で，弥

生時代から中世までの遺構・遺物が検出された。特に，古墳時代では，集落遺跡で， 8 世紀中頃か

ら 9 世紀前半時期には，官街的な施設が発見されている。

2 間 X 2 間の総柱の建物跡や， 2 間 X3 間の建物などが多数発見されている。また，転用硯など

も発見されており，今後，指宿郡街としての可能性も追求する必要があろう。

a. 調査期間 平成 8 年 11 月 6 日～平成 9 年 3 月 25 日

b. 調査遺跡 敷領遺跡

C. 調査面積 1, 132rrl 

(24) 向吉地区発掘調査（下水道敷設に伴う発掘調査）

向吉遺跡は，国指定史跡橋牟礼川遺跡の南側に広がる遺跡として認識されているもので，下水道

管きょ敷設事業に伴い発掘調査が行われた。そこでは，古墳時代の遺構・遺物の他，特に，縄文時

代晩期の遺構・遺物が発見された。

a. 調査期間 平成 8 年 7 月 1 日～平成 8 年 12 月 27 日

b. 調査遺跡 向吉遺跡

C. 調査面積 2, 880rri 

(25) 広域農道整備事業に伴う埋蔵文化財確認調査

鹿児島県耕地事務所が主体とする広域営農団地農道整備事業（南薩東部地区）に伴う埋蔵文化財

確認調査を指宿市教育委員会が委託を受けて実施した。

平成 8 年 6 月補正により埋蔵文化財確認調査費を計上。同年 6 月 25 日に鹿児島県耕地事務所，指

宿市耕地課，指宿市教育委員会の職員による現地調査を実施した。農道建設予定地内にある水迫遺

跡と中尾迫遺跡内に 10のトレンチを設定し遺物包含層の有無を確認し，確認した場合は，次年度以

降本調査を行うということになった。

a. 調査期間 平成 8 年 7 月 17 日～平成 8 年10 月 15 日

b. 調査遺跡 水迫遺跡・中尾迫遺跡

C. 調査面積 32rrf 
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重要遺跡
範囲確認調査

敷領遺跡
水田検出状況

敷領遺跡
総柱建物
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指宿市考古博物館 時遊館 COCCO はしむれ
平成 8 年度の入館者推移表

年間の入場者数は下表のとおりである。

入館者（人） 累計入館者 開 館 日

4 月 13,927 13,927 11 

5 月 14,790 28,717 28 

6 月 5,588 34,305 25 

7 月 5,323 39,628 24 

8 月 9,202 48,830 28 

9 月 5,847 54,677 27 

10 月 5,550 60,227 25 

11 月 4,654 64,881 25 

12月 2,144 67,025 25 

1 月 2,924 69,949 27 

2 月 2,500 72,449 23 

累計 72,449 268 

有村かおり名営館長就任式(11 月）
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平均入館者 有料入館者 無料入館者

1266 4, 150 9,777 

528 14,336 454 

224 5,259 329 

222 5,092 231 

329 8,294 908 

217 5,793 54 

222 5,282 268 

186 4,569 85 

86 2, 122 23 

108 2,903 21 

109 2,479 21 

270 60,247 12, 171 

（平成 8 年 4 月 20 日～平成 9 年 2 月 28 日）

聖亜幼稚園児たちの飾りつけによる
クリスマスツリー(12月）



指宿市考古博物館時遊館COCCO橋牟礼の設置及び管理に関する条例

（設置）

第 1 条 国指定史跡橋牟礼川遺物包含地を中心とし，指宿の歴史及び文化に対する理解を深めるとともに，市

民の教育，学術及び文化の発展に寄与するため，指宿市考古博物館時遊館COCCO橋牟礼（以下

「時遊館 COCCO橋牟礼」という。）を設置する。

（位置）

第 2 条 時遊館 COCCO橋牟礼の位置は，指宿市十二町2290番地とする。

（所管）

第 3 条 時遊館 COCCO橋牟礼は，教育委員会の所管とする。

（事業）

第 4 条 時遊館 COCCO橋牟礼は，次に掲げる事業を行うものとする。

Ill 考古，民俗，歴史，美術工芸品及びその他の資料（以下「博物館資料」という。）を収集し，整理

保管し，及び展示すること。

I 21 博物館資料並びに地域に存する文化財及び史跡等に関する専門的な調査研究を行うこと。

I 31 博物館資料の修復，保存及び一般公開のための技術的研究に関すること。

141 展覧会，講演会，研究会，講座等を主催すること。

I 51 時遊館COCCO橋牟礼及び博物館資料に関する案内書，解説書，図録，紀要，調査報告書等の作

成及び頒布に関すること。

I 61 時遊館COCCO橋牟礼の施設及び設備の使用に関すること。

I 71 その他，時遊館COCCO橋牟礼に必要な事業に関すること。

（職員）

第 5 条 時遊館 COCCO橋牟礼に，館長その他必要な職員を置く。

（観覧料）

第 6 条 観覧者は，別表第 1 に定める観覧料を入館前に納入しなければならない。ただし，教育委員会が

特別な理由があると認めたときは，これを後納することができる。

2 時遊館COCCO橋牟礼が企画する特別展示の資料等を観覧しようとする者は，教育委員会が特別

に定める額の観覧料を納めなければならない。

（使用許可等）

第 7 条 時遊館 COCCO橋牟礼の特別展示室，講堂等の施設及びこれらに付属する設備等（以下「施設

等」という。）を使用しようとする者は，あらかじめ教育委員会の許可を受けなければならない。

使用の許可を受けた者（以下「使用者」という。）が，許可を受けた事項を変更しようとするとき

も同様とする。

2 使用者は，施設等の使用を中止し，又は終了したときは，直ちにその旨を教育委員会に届け出なけ

ればならない。

（観覧及び使用許可の条件等）

第 8 条 教育委員会は，次の各号のーに該当するときは，観覧及び施設等の使用を許可しないものとする。

Iii 公序良俗を乱すおそれがあると認めるとき。
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(2) 時遊館 COCCO橋牟礼の収蔵資料（以下「収蔵資料」という。）又は施設等を損傷するおそれ

があると認められるとき。

(3) 時遊館COCCO橋牟礼の管理運営上支障があると認めるとき。

(4) その団体の構成員が集団的に，又は常習的に暴力的不法行為等を行うことを助長するおそれのある

団体の利益になると認められるとき。

(5) その他，教育委員会が観覧及び使用を不適当と認めるとき。

2 教育委員会は，前条の許可に時遊館COCCO橋牟礼の管理運営上必要な条件を付することができる。

（観覧及び使用許可の取消し等）

第 9 条 教育委員会は，次の各号のーに該当するときは，観覧及び施設等の使用を停止し，又は許可を取

り消すことができる。

(I) 観覧者又は使用者が，この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。

(2) 使用者が使用許可の条件に違反したとき。

(3) 使用者が偽りその他不正な手段により使用許可を受けたとき。

(4) 公益上特にその必要があるとき。

(5) 前各号に掲げる場合のほか，時遊館COCCO橋牟礼の管理運営上特に必要を認めたとき。

2 前項の規定により，教育委員会が使用許可を取り消した場合において，使用者に損害が生じても，

市はその賠償の責めを負わないものとする。ただし，前項第 4 号又は第 5 号に該当したことにより，

これらの処分がなされた場合はこの限りでない。

（施設使用料）

第10条 使用者は，別表第 2 に定める施設使用料を前納しなければならない。ただし，教育委員会が特別

な理由があると認めたときは，これを後納することができる。

2 既納の施設使用料は，返還しない。ただし，次の各号のーに該当するときは，その全部又は一部を

返還するものとする。

I 11 災害その他使用者の責めに帰することができない理由により施設等の使用が不能となったとき。

121 公益上又は時遊館COCCO橋牟礼の管理上の必要により使用許可を取り消したとき。

(3) 使用者が使用開始前に使用許可の取消しを申し出て，教育委員会がこれを認めたとき。

(4) 前 3 号に掲げる場合のほか，教育委員会が特別な理由があると認めたとき。

（観覧料等の減免）

第 11 条 教育委員会は，公益上の理由その他特別な理由があると認めるときは，第 6 条に規定する観覧料

又は前条に規定する施設使用料を減額し，又は免除することができる。

（損害賠償）

第12条 収蔵資料又は施設等を故意又は重大な過失により損傷若しくは滅失した者は，その損害を賠償し

なければならない。

（委任）

第13条 この条例の施行に関して必要な事項は，教育委員会規則で定める。

附則

この条例は，平成 8 年 4 月 1 日から施行する。
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観覧料

区 分 個 人 団 体 (20人以上）
(1 人 1 回につき） (1 人 1 回につき）

大 人 5 0 0 円 400 円

高 校 大 学 生 400 円 3 0 0 円

小 人
3 0 0 円 2 0 0 円

（小 . 中 序子 生）

施設使用料

区 分 時 間 使用料

入場料を徴収する場合又は
午前 9 時から午後 5 時まで

800円
1 時 間 に つ き

特別展示室 営利を目的とする場合
午後 5 時から午後 1 0 時まで

1,200円
1 時 間 に つ き

講 堂
午前 9 時から午後 5 時まで

400円

入場料を徴収しない場合
1 時 間 に つ き

午後 5 時から午後 1 0 時まで

1 時 間 に つ き
600円

入場料を徴収する場合又は
午前 9 時から午後 5 時まで

400円
1 時 間 に つ き

ガイダンス 営利を目的とする場合
午後 5 時から午後 1 0 時まで

600円
1 時 間 に つ き

シアター室
午前 9 時から午後 5 時まで

200円

入場料を徴収しない場合
1 時 間 に つ き

午後 5 時から午後 1 0 時まで

1 時 間 に つ き
300円

博 物 館 小 会 議 室
午前 9 時から午後 5 時まで

100円
1 時 間 に つ き

ガ イ ダ ン ス 施 舌R又几 研 修 室
午後 5 時から午後 1 0 時まで

150円
1 時 間 に つ き

冷 特 別 展 ホ 室 . 講 堂 400円

暖 ガイ ダ ンス シア 夕 ー室 1 時 間 に つ き 600円

房 そ の 他 の 施 設 100円

午前 9 時から午後 5 時まで
1,000円

ガイダンス施設映像・音響機等
1 時 間 に つ き

午後 5 時から午後 1 0 時まで

1 時 間 に つ き
1,500円

壁 面 ケ ス 午前 9 時から午後 1 0 時まで 1,000円

特別展示室
展示ケ一ス (1 台につき） 午前 9 時から午後 1 0 時まで 500円
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指宿市考古博擁涸封阻音COCCO橋牟礼の設置及び管理に関する条例施行規貝lj

（趣旨）

第 1 条 この規則は，指宿市考古博物館時遊館COCCO橋牟礼の設置及び管理に関する条例（平成 7 年

指宿市条例第33号。以下「条例」という。）第13条の規定に基づき，指宿市考古博物館時遊館 CO

cco橋牟礼（以下「時遊館COCCO橋牟礼」という。）の管理，運営等に関し必要な事項を定

めるものとする。

（休館日）

第 2 条 時遊館 COCCO橋牟礼の休館日は， 次の各号に掲げるとおりとする。

Ill 月曜日（その日が，国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日に当たると

きは，その翌日以後の最初の同法に規定する休日でない日）とする。ただし， 1 月 1 日から 1 月 3 日

までの日が月曜日に当たる場合は，この限りでない。

(2) 館内整理日（毎月第 4 水曜日）

2 教育委員会は，時遊館COCCO橋牟礼の管理運営上必要があると認めるときは，前項の規定にか

かわらず，休館日を変更し，又は臨時に休館日を設けることができる。

（開館時間）

第 3 条 時遊館 COCCO橋牟礼の開館時間は，午前 9 時から午後 5 時までとする。ただし，入館時間は，

午後 4 時30分までとする。

2 条例第 7 条による使用の許可を受けた場合の開館時間は，前項の規定にかかわらず午後10時までと

することができる。

3 教育委員会は，時遊館COCCO橋牟礼の管理運営上必要があると認めるときは，前項の開館時間

又は入館時間を臨時に変更することができる。

（観覧券の交付）

第 4 条 教育委員会は，条例第 6 条に規定する観覧料を納入した者に，別に定める観覧券を交付する。

（使用許可の申請）

第 5 条 条例第 7 条の使用の許可を受けようとする者は，教育委員会に施設等使用許可（変更）申請書（別

記第 1 号様式）を提出しなければならない。

2 教育委員会は，前項の申請書を受理したときは，申請書の記載事項及び条例第 7 条に規定する事項

について審査し，適当と認めたときは施設等使用許可（変更）証（別記第 2 号様式）を交付するもの

とする。

（使用許可の中止）

第 6 条 施設等の使用許可を受けた者（以下「使用者」という。）が，使用の中止をしようとするときは，

施設等使用許可中止届（別記第 3 号様式）を教育委員会に提出しなければならない。

（入館者が守るべき事項）

第 7 条 時遊館 COCCO橋牟礼に入館した者は，次の各号に掲げる事項を守らなければならない。

(1) 施設，設備又は博物館資料をき損しないこと。

I 2) 所定の場所以外で飲食，喫煙，火気使用等の行為をしないこと。

(3) 許可なく，博物館資料の移動，模写又は撮影をしないこと。

(4) 許可なく，物品の販売，募金，宣伝その他これらに類する行為をしないこと。
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(5) その他係員の指示に従うこと。

（施設使用料の返還）

第 8 条 条例第10条第 2 項ただし書きの規定による既納の施設使用料の返還は，次の各号に掲げる場合ご

とに当該各号に定める額について行う。

Ill 災害その他使用者の責めに帰することができない理由により，使用許可を取り消したとき。

未使用期間に相当する額

(2) 公益上又は時遊館COCCO橋牟礼の管理上の理由により，使用許可を取り消したとき。

未使用期間に相当する額

(3) 使用者が使用開始前に使用許可の取消しを申し出て，教育委員会がこれを認めたとき。

既納の施設使用料の 5 割相当額

141 前 3 号に掲げる場合のほか，教育委員会が特別な理由があると認めたとき。

既納の施設使用料の 5 割以内で教育委員会が個別に定める額

2 条例第10条第 2 項ただし書きの規定により既納の施設使用料の返還を受けようとする者は，施設使

用料返還申請書（別記第 4 号様式）を教育委員会に提出しなければならない。

（観覧料，施設使用料の減免）

第 9 条 条例第11条の規定により観覧料を減額又は免除する場合の対象となる者は，次の各号に定めるも

のとする。

Ill 教育課程に基づ＜学習活動として入館する市内の小学校，中学校又は養護学校の児童及び生徒並びに

引率者観覧料の全額

(2) その他教育委員会が適当と認めた者

観覧料の 5 割以内

2 条例第11条の規定により施設使用料を減額又は免除する場合の基準は，次の各号に定めるとおりと

する。

I 11 市が主催する行事のため使用するとき。

施設使用料 の 全 額

(2) その他必要があると認めたとき。

施設使用料の 5 割以内

3 条例第11条の規定により観覧料及び施設使用料の減額又は免除を受けようとする者は，観覧料．施

設使用料減免申請書（別記第 5 号様式）を教育委員会に提出しなければならない。

（博物館資料の寄贈又は寄託）

第10条 時遊館COCCO橋牟礼は，博物館資料の寄贈又は寄託を受けることができる。

2 博物館資料を寄贈しようとする者で，教育委員会が承認したものについては博物館寄贈資料申出書

（別記第 6 号様式）を教育委員会に提出し，教育委員会は，博物館資料を寄贈した者に対して博物館

寄贈資料受領証（別記第 7 号様式）を交付するものとする。

3 博物館資料を寄託しようとする者で，教育委員会が承認したものについては博物館寄託資料申出書

（別記第 8 号様式）を教育委員会に提出し，教育委員会は，博物館資料を寄託した者に対して期間を

定めた博物館寄託資料受託証（別記第 9 号様式）を交付するものとする。

4 博物館寄託資料の返還を請求しようとする者は，博物館寄託資料返還請求書（別記第10号様式）を

教育委員会に提出しなければならない。

5 寄託された資料の管理は，時遊館COCCO橋牟礼所蔵の資料の管理に準ずるものとする。

6 教育委員会は，寄託された博物館資料が天災その他の不可抗力による損害に対し，その賠償の責を

負わないものとする。

-47-



（経費の負担）

第11 条 寄贈又は寄託に要する経費は，寄贈者又は寄託者の負担とする。ただし，教育委員会が必要と認

めた場合は，この限りでない。

（博物館資料の館外貸出し）

第12条 時遊館COCCO橋牟礼が収集し，保管し，又は展示する資料（以下「博物館資料」という。）

の館外貸出しは行わない。ただし，学術上の調査研究又は教育の普及の目的のために使用されるも

のであり，かつ ， 博物館資料の取扱い上の安全性が確認されるものであるといえる場合は，館外貸

出しを行うことがある。

2 前条ただし書の規定による博物館資料の館外貸出しを受けようとする者は，教育委員会に博物館資

料貸出し許可申請書（別記第11 号様式）を提出し，その許可を受けなければならない。この場合にお

いて ， 館外貸出しの申請による博物館資料が寄託された資料であるときは，博物館資料貸出許可申請

書に ， 当該資料寄託者の承諾書を添付しなければならない。

3 教育委員会は，前項の規定により博物館資料の館外貸出しの許可をしたときは，当該許可の申請を

した者に，博物館資料貸出許可書（別記第12号様式）を交付する。

（貸出期間）

第13条 博物館資料の館外貸出期間は， 30 日以内とする。ただし，教育委員会が特に必要と認めたときは，

貸出期間を延長することができる。

（博物館資料の特別利用）

第14条 学術上の調査研究のため， t専物館資料を特別に使用しようとする者は，博物館資料特別利用申請

書（別記第13号様式）を教育委員会に提出し，その許可を受けなければならない。この場合におい

て，当該申請にかかる博物館資料が寄託された資料であるときは，第12条第 2 項後段の規定を準用

する。

2 教育委員会は，前項の規定をしたときは，博物館資料特別利用許可書（別記第14号様式）を交付する。

（施設，設備等のき損届）

第15条 使用者は，時遊館COCCO橋牟礼の施設若しくは設備又は博物館資料を損傷し，又は滅失した

ときは，直ちにその旨を教育委員会に届け出て，その指示に従わなければならない。

（職員の立入り）

第16条 教育委員会は，時遊館COCCO橋牟礼の管理上必要があると認めるときは，使用許可を受けた

者が現に使用している施設に職員を立ち入らせ，必要な指示をさせることがある。

（雑則）

第17条 この規則に定めるもののほか，時遊館COCCO橋牟礼の管理及び運営に関し必要な事項は，教

育委員会が別に定める。

附則

この規則は，平成 8 年 4 月 1 日から施行する。
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指宿市考古博物館時遊館COCCOはしむれ諸様式

第 1 号様式 （第 5 条関係）

施設等使用許可（変更）申請書

年 月 日

指宿市教育委員会 殿

住所

氏名

[団体の場合は名称及び代表者名〕

印
指宿市考古博物館（時遊館COCCO橋牟礼）の施設等を使用（変更）したいので，申請します。

なお，使用に際しましては関係条例・規則及びこれに基づく指示に従います。

記

許 可 事 項 変 更 事 項

使 用 目 的

使 用 施 至n几又

I 
I 

年 時 分から 年 時 分から
時 I

月 日 月 日
使 用 日

年 月 日 時 分まで 年 月 日 時 分まで

入 場 料 等 有 佃‘‘‘‘ 円 有 価’‘‘‘ 円

設備等の設置 有 佃’‘‘‘ 有 佃’‘‘‘ 

会合又は入場

予 定 人 員

使用責任者

住所． 氏名 I 電話

備考
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第 2 号様式（第 5 条関係）

施設等使用許可 （変更） 証

年 月 日

様

指宿市教育委員会 印

年 月 日付けで申請のあった施設等の使用（変更）は，下記のとおり許可します。

記

使 用 目 的

使 用 施 壱n几又

年 月 日 時 分から
使 用 日 時

年 月 日 時 分まで

入 場 料 等 有 佃’‘‘‘ 円

設備等の設置 有 佃‘‘‘‘ 

許 可 条 件

使用責任者

住所．氏名 電話

使 用 料 円

備考
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第 3 号様式（第 6 条関係）

施設等 使用 許 可 中 止届

年 月 日

指宿市教育委員会 殿

住所

氏名 印

〔名団称体及のび代場表合者名は ]

指宿市考古博物館（時遊館COCCO橋牟礼）の施設等使用について，下記のとおり中止したい

ので申請します。

記

許
使用施設

可

事 年 月 日 時 分から
使用日時

項 年 月 日 時 分まで

中

止
中止理由

事

項
使用施設

備考

注 ※印の欄は，記入しないでください。
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第 4号様式（第 8 条関係）

施設使用 料返還 申 請書

年 月 日

指宿市教育委員会 殿

住所

氏名 印

（団名称体及のび代場表合者名は ) 

指宿市考古博物館（時遊館COCCO橋牟礼）の施設使用料の返還を受けたいので，下記のとお

り申請します。

記

許可年月日 年 月 日

使用を取消した

施 苦n几又

使用料の返還を

受けようとする

理 由

既納使用料 返還割合 返 還 額 備 考
※ 
返 還 額 円 割 円

備考

注 ※印の欄は，記入しないでください。
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第 5 号様式（第 9 条関係）

観覧料・施設使用料減免申請書

年 月 日

指宿市教育委員会 殿

住所

氏名

団体の場合は
〔名称及び代表者名〕

印

指宿市考古博物館（時遊館COCCO橋牟礼）の観覧料及び施設使用料の減額（免除）を受けた

いので，下記のとおり申請します。

記

利用・使用日時 I
年 月 日 時から

[ 
日間

年 月 日 時まで 時間

観覧及び使用する

施 至n几又

観覧料及び施設使

用料の減免を受け

ようとする理由
I 

I I 

観 覧 料 施設使用料
I 

※減 免 額 I 減 割 割
額

円 円

除 I 人員額 人 人員 人
免

額円 円
I 
I 

引率者名

備考

注 ※印の欄は，記入しないでください。
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第 6 号様式（第10条関係）

博物館寄贈資料申出書

年 月 日

指宿市教育委員会 殿

住所

氏名

団体の場合は
〔名称及び代表者名〕

印

指宿市考古博物館（時遊館COCCO橋牟礼）の収蔵資料として，下記のとおり寄贈したいので

申し出ます。

記

資 料 名 規 格 数 量 備 考



第 7 号様式（第10条関係）

第号

年 月 日

博物館寄贈資料受領証

様

指宿市教育委員会 印

下記のとおり博物館資料を受領いたしました。

記

資 料 名 規 格 数 量 備 考
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第 8 号様式（第10条関係）

博物館寄託資料申出書

年 月 日

指宿市教育委員会 殿

住所

氏名

団体の場合は
（名称及び代表者名〕

印

指宿市考古博物館（時遊館COCCO橋牟礼）の収蔵資料として，下記のとおり寄託したいので

申し出ます。

記

資 料 名 寄託条件 数 量 備 考

寄託期間

年 月 日から 年 月 日まで
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第 9 号様式（第10条関係）

第号

年 月 日

博物館寄託資料受託証

様

指宿市教育委員会 印

下記のとおり博物館資料を受託しました。

記

資 料 名 寄託条件 数 量 備 考

確 ヨ恥刃ヽ 事 項

受託期間

年 月 日から 年 月 日まで
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第10号様式（第10条関係）

博物館寄託資料返還請求書

年 月 日

指宿市教育委員会 殿

住所

氏名

[団体の場合は名称及び代表者名〕

印

次のとおり博物館寄託資料の返還を請求します。

記

返還博物館寄託資料名 数 量 備 考
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第11号様式（第12条関係）

博物館資料貸出許可申請書

年 月 日

指宿市教育委員会 殿

住所

氏名

団体の場合は
〔名称及び代表者名〕

印

次のとおり博物館資料の館外貸出しを受けたいので申請します。

記

利 用 目 的

貸 出 期 間 年 月 日から 年 月 日まで

利 用 場 所

利 用 方 法

貸 出 資 料 標 本 番 可ロ 備 考（形態等）

輸 送 方 法

資料取扱担当者
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第12号様式（第12条関係）

博物館資料貸出許可書

年 月 日

様

指宿市教育委員会 印

次のとおり博物館資料の館外貸出しを許可します。

記

利 用 目 的

貸 出 期 間 年 月 日から 年 月 日まで

利 用 場 所

利 用 方 法

貸 出 資 料 標 本 番 弓ロ 備 考（形態等）

輸 送 方 法

注 意 事 項
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第1 3号様式（第14条関係）

博物館資料特別利用申請書

年 月 日

指宿市教育委員会 殿

住所

氏名

団体の場合は
〔名称及び代表者名〕

印

次のとおり博物館資料の特別利用したいので申請します。

記

利 用 目 的

利 用 期 間 年 月 日から 年 月 日まで

利 用 資 料 名 標 本 番 可に 備 考（形態等）
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第14号様式（第14条関係）

博物館資料特別利用許可書

年 月 日

様

指宿市教育委員会 印

次のとおり博物館資料の特別利用を許可します。

記

利 用 目 的

利 用 期 間 年 月 日から 年 月 日 まで

利 用 資 料 名 標 本 番 方ロ 備 考（形態等）

注 意 事 項
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紀要編
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時遊館 COCCO はしむれ平成 8 年度陶磁器コレクション

1. はじめに

平成 8 年度の時遊館COCCOはしむれにおける陶磁器コレクションは，国際ソロプチミスト指宿に

よる陶磁器253点，昭和50年代の指宿市教育委員会収集の資料65点の継続及び追加があり，個人からの

寄贈陶磁器が 3 点の計321点の陶磁器資料が登録された。

これらの陶磁器のほとんどは，薩摩焼，琉球系陶器，肥前系陶磁器である。

国際ソロプチミスト指宿による寄贈資料については，平成 8 年 10月に企画展示会『暮しの中の薩摩焼』

における図記中にそのリストを掲載した。

ここでは重複を避け，昭和50年代に指宿市教育委員会が行った収集資料のリストと特記すべき資料に

ついて掲載すると同時に，個人の寄贈資料についてリストを掲載する。

2. 昭和50年代に指宿市教育委員会による収集資料

昭和50年代に指宿市教育委員会が行った資料収集活動は，各自治公民館館長への働きかけを行ったと当時

に，各地区館長が収集した資料を指宿市本庁公用車ガレージに付随する倉庫に保管されていた物である。

これら資料は，民俗資料，美術工芸資料（陶磁器資料），考古資料等である。

今回リストに掲載しているのは，工芸資料（陶磁器資料）である。

資料番号については， 1997年の収集資料として， "97- 1'' といった表記を行っている。

3. 資料の分類

(I) 三耳大壺 (97-1,2,4,5,9, 15,22) 

三耳大壺は，焼締 (1,2,22) と褐釉のものがある。

従来，能野焼といわれるものに近いものがあるが，現在，判別の指標に欠く。特に 5 は木製の蓋が

附属する資料で，薩摩焼における徳利や壺などの蓋については木製が通常用いられ，その蓋使用の実

例として重要である。

(2) 四耳大壺 (97-6, 10, 23,24) 

四耳大壺には，黒釉のものとそば釉のものがあり，両者共に苗代川系陶器とみてほぼ間違いないも

のと考えられる。時期については不詳である。

(3) 甕 (97-3, 7, 8, 13, 14, 18) 

甕には，現代のものと思われる 8, 14, 18を除いて，褐釉のものである。

(4) 蛸壺 (97- 11, 19, 26, 31, 32, 54, 55) 

蛸壺には，褐釉のものとそぼ釉のものがある。釘掻きによる焼成前の記銘資料が多く，『高野輿助』

銘が入るものが26, 31, 32がある。また，『高野甚助』銘が入るものに54がある。さらに， 55には『石

崎慶二』銘が入る。

これら蛸壺の形態，施釉状況から，苗代川系陶器と考えられる。

(5) 徳利 (97- 12, 37-42,44-47,49,50,52,56,58, 66) 

徳利には，苗代川系徳利，琉球系徳利，肥前系徳利，その他不明のものと 4 種に大別することがで

きる。

a. 苗代川系徳利 (97-12,44)

苗代川系の徳利の中で特に，『山徳利』と総称される徳利である。この徳利は，酒だけではなく，

油ゆ醤油，水などの運搬・貯蔵・注ぐという機能を有するものである。

記銘のある 12には、『拾弐盃入徳利』とあり，一盃= 2. 5 合となる。従って，この徳利の場合， 30

合つまり， 3 升入りの徳利と認めることができる。

b. 琉球系徳利 (97-45,49, 58) 

いわゆる『鬼の腕』と俗称される徳利で，口径・底径に対して，器高が極めて高い，焼締の壺形
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1997年収集民俗資料一覧（陶磁器）

番号 名 称 口縁部径 底部径 胴部最大径 器高 記 銘 内 容 そ の 他

97-1 焼締三耳大壺 13.0 47.0 71.0 

97-2 焼締三耳壺 12.6 33. 0 63.5 

97-3 甕 26.0 51. 5 

97-4 褐釉三耳壺 13. 0 34.0 61. 0 

97-5 褐釉三耳大壺 12.5 42.0 72.0 木製蓋付

97-6 褐釉四耳大壺 14.5 47.5 64.0 胴部刻目突帯苗代川

97-7 甕 30.0 55.5 

97ー 8 甕 29.5 38.0 

97-9 褐釉三耳壺 13.5 34.0 68.0 すす付着苗代川

97-10 褐釉四耳壺 11. 0 31. 0 31. 5 胴部一部欠損苗代川

97-11 そば釉蛸壺 15.0 36.5 苗代川

97-12 黒 釉 徳 利 9.0 19.5 29.5 九盃口斗拾弐盃入徳利 苗代川

97-13 黒 釉 甕 25.0 46.5 二条突帯苗代川

97-14 褐 釉 甕 34. 〇 47.0 

97-15 焼締三耳壺 14. 〇 31. 0 62.0 

97-16 染 付 火 鉢 16.2 18.8 

97-17 染 付 火 鉢 14.6 14.9 

97-18 褐釉黒流甕 42.5 57.0 

97-19 褐 釉 蛸 fil1 -ｱ, 16.4 29.2 苗代川

97-20 褐釉玉流湯たんぽ 2.6 長軸 30.2 11. 4 龍門司

97-21 褐 釉 甕 31. 8 45.5 

97-22 焼締三耳壺 15.0 41. 0 68.6 
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の陶磁器である。肩部に数条の回転輔櫨による沈線が巡る。

琉球系とするが，この中には，種子島の能野窯などで生産されたものが含まれる可能性があり能

野窯の生産実態が不明な現在，細かに弁別することは困難である。

C. 肥前系徳利 (97-37, 38, 39,40,47, 50,56) 

いずれも染付徳利であるが， 37-40,47,50については，牡丹文徳利で，いわゆる肥前系の徳利と

考えてよい。特に， 66については，波佐見系によく見られる笹文が描かれる。

d. その他の徳利 (97-41,42,46,56)

41,42,46,56については，記銘があり，『金盛』という酒柄を売買していた『鹿児島市加野酒店』

の徳利であることが知れる。

形態については，肩部が張り，口縁部を厚く肥厚させ，下げ紐を付けやすくしている。小口販売

用容器とすることができる。

この徳利について，肥前系とすることは尚早の感があるが，電話番号などが付されていることか

ら， 20世紀前葉～中葉以降の資料であろう。このように考えれば，すでに鹿児島における染付生産

が終焉する時期でもあり，むしろ肥前系諸窯への生産依頼を行っていた可能性もある。

同様に56は，『富士酒店』の銘等が入るものがある。

(6) 火鉢 (97-16, 17,25,27,29,35,48,51,59,61-63) 

火鉢には，瓦器製火鉢，染付火鉢，その他の火鉢の 3 種に大別できる。

a. 瓦器製の火鉢については，その生産実態についてはほとんど調査・研究されていない。

おそらく， 日置等瓦の生産地などにおいて，瓦窯において同時に生産されていたことも考えられる。

b. 染付火鉢 (97-16, 17, 27, 29, 35, 48, 51, 59) 

染付火鉢については，山水図，花鳥文などが多く，その大きさは30cmを越えるものはなく，手火

鉢と考えてよいであろう。生産地については不詳である。

C. その他の火鉢 (97-25,63)

その他火鉢とするものは，現代の火鉢と考えられるものである。工業生産品と考えられる。

I 71 湯たんぽ (97-20, 43) 

20, 43は湯たんぽで，かまぼこ形を呈する。 20は褐釉を主体とし，玉流しを行っているものである。

また， 43は飴釉が施され，これらは，龍門司系の製品の可能性が高い。

(8) 黒釉壺 (97-28)

蓋付の黒釉壺である。苗代川系のものと考えられる。

(91 褐釉すり鉢 (97-30)

片口の注ぎ口を有するすり鉢である。

(10) 白磁乳鉢 (97-33)

白磁の乳鉢で，内面見込部は露胎である。すりこぎ棒の先端も磁器で，セットを成す。

1111 山水図陽刻花瓶 (97-36)

陶胎に山水図を陽刻した陶器で，全体に磨滅が著しい。黒釉とも思われる釉が所々に残る。山水図

は，中国風の建物が描かれ，また，技法面からも，国内のものではないものと思量する。

おそらく土産物として持ち帰ったものではないか。また，陶器としては，焼成温度も低いと考えら

れ，陶胎の硬度が充分保てていない。

Iii) 筒形花生及び花瓶 (97-34, 57, 65) 

34, 57は筒形花生である。 34は染付で， 57は色絵であるが，工業生産品と考えられる。

65は，染付花瓶で，絵付けなどは手業である。鷹と梅を絵柄とする花鳥文が施される。

閥八角皿 (97-60)

染付の花鳥文が施される八角皿で，近現代のものと思量する。

IH) その他 (97-64)

このコレクションには， 1 点須恵器把手付き碗が混在していた。この資料の意義から，別に言及す

ることとする。
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番号 名 称 口縁部径 底部径 胴部最大径 器高 記 銘 内 ク合 そ の 他

97-23 黒釉四耳大壺 18.6 37.0 59.6 木製蓋付苗代川

97-24 そば釉四耳大壺 18. 0 40.0 61. 4 苗代川

97-25 青 釉 火 鉢 26.4 20.4 

97-26 そば釉蛸壺 16.0 35.4 高野輿助 苗代川

97-27 染 付 火 鉢 18. 0 18. 0 21. 4 

97-28 黒 釉 壺 14.8 20.2 33.8 蓋無苗代川

97-29 染 付 火 鉢 18. 4 18. 6 林山イネ氏寄贈

97ー 30 褐釉すり鉢 31. 0 12.0 橋ロミサ氏寄贈

97ー 31 そば釉蛸壺 15.6 31. 4 高野輿助 苗代川

97ー 32 そば釉蛸壺 11. 8 26.4 高野輿助 苗代川

97ー33 白 磁 乳 鉢 20.6 12.8 すりこぎ棒付

97-34 筒形染付山水図花 12. 2 30.1 

97ー 35 染付山水図火鉢 17.0 22.8 

97ー36 山水図陽刻花瓶 8.0 12.4 18. 6 黒釉？

97ー 37 染付牡丹文徳利 3. 8 15.2 27.4 肥前系

97-38 染付牡丹文徳利 4.2 15. 4 27.5 肥前系

97ー39 染付牡丹文徳利 4.6 19. 4 35.0 肥前系

97-40 染付牡丹文徳利 3.5 11. 6 20.8 肥前系

酒銘金盛茅十二号

97-41 染 付 徳 利 4. 7 13.6 28. 1 

鹿児島市加野分店電話九一番

酒銘金盛茅百五十五号

97-41 染 付 徳 利 4.5 13.2 28.2 

鹿児島市加野酒店電話九一番

97-43 飴釉湯たんぽ 2.4 長軸 23.4 9.6 福留進氏寄贈龍門司

97-44 黒 釉 徳 利 6.6 25.4 福留進氏寄贈苗代川
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番号 名 称 口縁部径 底部径 胴部最大径 器高 記 銘 内 容 そ の 他

97-45 焼 締 徳 利 破損 8.0 23. 〇

97-46 染 付 徳 利 4.4 16.2 28.4 鹿児島市加野分店 湯地サス氏寄贈

97-47 染付牡丹文徳利 3.8 16.8 27.8 肥前系

97-48 染付山水図火鉢 16.4 18.6 

97-49 焼 締 徳 利 5.2 9. 2 26.6 

97-50 染付牡丹文徳利 3.8 17.0 25.8 肥前系

97-51 染付山水図火鉢 18.6 18.0 . 
97-52 褐 釉 徳 利 6.3 16.0 23.8 国生博蔵 上床サチ子氏寄贈苗代川

97-53 蓋付黒釉四耳壺 11. 2 16. 6 21. 2 アンダガミ 琉球系

97-54 褐 釉 蛸 互ギ 15. 0 34.8 高野甚助 苗代川

97-55 褐 釉 蛸 壺 13.4 33.6 石崎慶二 苗代川

酒類卸口易居町二五

97-56 徳 利 4.6 13.8 24.8 

一富士酒店電話一九一六番

97-57 花 1L -'-- 6.8 9. 6 15. 6 

97-58 焼 締 徳 利 3. 1 9. 3 13. 8 

97-59 染付花鳥文手火鉢 10.6 9.3 

97-60 染付花島文八角皿 27.8 4. 7 

97-61 瓦 器 火 鉢 26.0 25.0 

97-62 瓦 益ロロ 火 鉢 25.6 24.2 

97-63 火 鉢 22.0 27.8 

97-64 須恵器把手付碗 9.2 6.5 9. 9 7. 7 

97-65 染付花鳥文花瓶 20.6 24.0 43.0 

97-66 染付笹文徳利 4.4 15.6 28.0 波佐見系
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番号 名 称 ロ疇径 底部径 胴部最大径 茄ロロ—回口上 記 銘 内 ク合 そ の 他

97-67 黒釉蓋付三耳壷 10. 2 16.8 15. 0 刻印『龍門司芳林』 龍門司

97-68 染付菊文徳利 4.9 14.6 28.8 

97-69 甘酒貼付大黒半胴 29.6 34. 7 31. 6 苗代川系

97-64 97-66 97-68 

97-43 97-69 97-23 

97-67 97-5 97-26 

97ー 3 97-2 97ー32
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4. 個人寄贈資料

平成 8 年度において，個人の陶磁器寄贈資料（湯之上哲郎氏）については 3 点あった。

97-67は，黒釉蓋付三耳壺で『龍門司芳林』の刻印がある。

97-68は ， 染付菊文徳利である。肥前系のものか平佐系のものか判じがたい。

97-69は ， 褐釉貼付大黒文半胴である。全体的にやや失透を起こし，白色に窯変している。

文責下山 覚 (Satorn SHIMOYAMA) 
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指宿市内専売公社跡倉庫で発見された須恵器把手付き碗について

1 . はじめに

平成 8 年 4 月 20 日，指宿市考古博物館『時遊館COCCOはしむれ』が開館した。この博物館の開館

までは，指宿市の埋蔵文化財資料については，すべて，市内の専売公社跡地のたばこ乾燥・保管倉庫を

代用し，収蔵していた。

この仮収蔵庫には，約2,500箱に及ぶパンケ一スやその他民具などが累積的に収蔵されていたものである。

これらの資料については，仮収蔵庫の除去に伴い，新博物館に平成 9 年 1 月 8 日～同年同月 14 日の 6

日間にわたって移動作業を実施した。

その際，民具資料の薩摩焼に混在して須恵器把手付き碗が発見された。以下，この資料について報告する。

2. 履歴について

指宿市では，発掘調査により出土した資料については，すべて，パンケ一スに収納し，運びいれてい

ることと，完形の須恵器把手付き碗について，注意がされていないこと，また，過去の発掘調査報告書

などでの掲載が行われていないことなどを考えあわせると，発掘調査において出土した資料でないこと

は明白である。

また，民具資料については，すべて，荷札をつけられていたが，その痕跡として，荷札の針金が把手

に巻き付けられていることから，民具収集の際に運びこまれた可能性が高い。

しかし，荷札自体は欠落しており，誰の所蔵物件であったのかは不明となっている。

この混在していた民具資料は，指宿市庁舎の公用車ガレージに昭和50年代に収集されていたものであ

り，平成 8 年10付きに，そのガレージから専売公社跡地の仮収蔵庫へ資料の移動を行ったものである。

従って，本資料については，昭和50年代に当時，歴史民俗資料館の構想段階に収集されたものである

と推測することができる。

しかし，誰がどこで収集したものであるかは依然として不明である。

3. 資料観察

資料は，須恵器把手付き碗である。完全品で口唇部に若干のケズレが見られるが，これは，最近のも

のであろう。

外面は，回転ロクロ整形によるナデおよび底部付近はヘラなどによる横方向のケズリが見られる。自

然釉が部分的に付着する。

胴部最大径部は受け状に段を形成し，口縁部に向かって湾曲し，口縁部径と胴部最大径がほぼ同じ径

を成す。口縁部内面は段が小さ＜形成される。

内面は，ロクロ回転によるナデで仕上げられる。内面胴部以下は，気泡の膨張による膨れが 2 ケ所ほ

ど見られる。

内面見込み部には，自然釉が付着しており，調整痕が確認できない。また，底面は，やや磨滅してお

り，調整は判然としない。

その他全体の形態については，第 1 図のとおりである。

以上の観察から，本資料が後世に模造されたものではないことは間違いないものと考えられるが，その

履歴は知りえない。おそらく昭和50年代の資料収集に際して提供された実物であるということができる。

4 時期について

把手付き碗については，初期須恵器にその器種が存在することは周知のとおりである。

本資料の場合，その共伴する資料，出土の状況など全く不明であり，純粋に型式学的に年代のおよそ

知れる資料と比較する方法によらねばならない。
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まず， 指宿市を含めた南部九州では，初期須恵器を生産した窯は未発見であり，指宿市内で採集され

たものであれば古墳時代の流通の結果もたらされたものであると考えることが自然である。

指宿橋牟礼川遺跡などで発見される初期須恵器の中には ， 陶邑などからも流入品が確認されている現

在，そのような可能性も棄却できない。

さて，観察において見られるような把手付き碗については ， 例えば，大阪府郡家川西遺跡などに類例

を求めることができるが，胴部がやや高さがあり，坪部の胴部形態からは，大阪府野中古墳から出土し

た台付の把手付き碗にもやや似る。

口唇部の段の形成 ， 胴部の受けの形態等から は，深田遺跡出土の碗に近似する も の とも思われる。

このような比較から，中村浩氏編年の I 型式の範疇のものかと思量する。中村氏は，把手付き碗につ

いては陶邑において I 型式 5 段階には，ほとんど生産が行われていないものと言及する（中村 1981) 。

もちろん，陶邑で生産されたものと判じがたいものでもあり，その他，諸初期須恵器窯の中で，把手

付き碗がどのような消長を辿るのかが問題視されるが，概略の時期としては，先述の範囲と捉えて大過

ないであろう。

その様な点で，薩摩半島でこれまで発見されている初期須恵器については， I 型式 5 段階以降のもの

がほとんどであり，本資料については，その点では例外的に古い時期に属する可能性があるものと考え

られる。

従って，実際に，指宿市近辺で採集されたものであるのかどうか疑ってしかるべきであろう。しかし，

もし指宿市郡での採集品であれば，最も古いの須恵器の資料と考えられるのである。

5. まとめにかえて

以上のことから，完形の資料で，かつ，指宿市郡では最も古手の須恵器の可能性があるにもかかわら

ず，その履歴については，ほとんど知りえない。

今後，本資料について，少しでも記憶にとどめる人がでてくることを心から願ってやまない。そして，

いわずもがな，博物館における資料収集活動は，資料価値を損なわないような履歴検証作業が重要な業

務であると痛感する所でもある。
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第 1 図 専売公社跡地倉庫で発見された須恵器把手付き碗実測図 (S=l/2)
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